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は じ め に

古 くか ら文化の栄えた本市には、わが国の文化 ・

歴史の理解に欠 くことの出来ない文化財が豊富に

残 されてか ります。これらの貴重な文化財 を保存・

保護するため、昭和 44年 10月 に、文化財保護

条例 を制定 し、各分野の基本調査や発掘調査を実

施 してない うな した。

近年 、産業経済の進展、社会構造 の変化、特 に

わが国の伝統的な生活様式、風俗慣習が社会構造

の急激 な変化により、 これ らの有形 ・無形の民俗

文化財が急速に失われてい く状況にあります。近

年の急速 な開発の波により、失われつつ ある民俗

文化財を保存 ・保護するため、昭和 51年度か ら

文化財愛護推進員や市民の方 々の御協力により、

調査・収集 を進めてないうな した。これなでに、

収集 した資料 を本市文化祭事業の一環 として、民

俗文化財展を開催 出来な したことは偏に、調査 ・

収集に携 り、あるいは、御協力頂 きなした方 々の

努力の賜 もの とここに厚 くか礼 申しあげます。

ここになとめなした文化財年報は、昭和 51年 、

52年度に実施 した各調査の概略であります。今

後の文化財保護の指針 として活用いただければ幸

いに存 じます。

なか、この文化財年報の刊行にあたり、御協力

を頂いた方々に厚 くか礼申しあげます。

昭和 53年 3月

高槻市教育委員会

社会教育課長 橋長 勉
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I 文 化 財 の 調 査

1 美術工芸

重要文化財 木造千手観音坐像修理

昭和 49年 6月 8日 付で重要文化財に指定された。この

仏像は最 も一般的な形である四十二管の千手観音坐像であ

り十世紀後半の典型的なものを示す嫁である。仏面を除 く

頭上面のすべてや脇手の大部分が当初のものであるのも貴

重である。平安時代前期のこの地域を代表する雄作てらり,

わが国彫刻史の流れを研究するうえでも重要なものである。

しかし,こ の像は破損がひどいため,昭和 51年度1 52

年度の 2カ 年計画で仏像修理を行なった。

〔破損状況及び修理内容 〕

O 全体に甍蝕,朽損 し欠失が多 く,各矧ぎ目触 ,脇手

の接合部等の腐蝕が甚しく,手首から脱落及び欠失する。

天冠台周辺の虫蝕がひどく矧 ぎ目に沿う部分が朽損欠失

している。

O 後補の手は形状が不適合であったため, これらの修正

て行なった。欠失及び形状不適合の手を含めると左手 14

個 ,右手 12個の修理が必要である。

O 矧 ぎ目の離れる箇所や脱落する協手等は板付けされて

いるが,脇手の配列が形状不適合であり,持物は接補て

右 6,左 4を残すのみで他は欠失していた。

O 嫁底部の朽損が甚しく,右膝頭の地付部が大 きく割損

し,左側後の地付には猟害孔があった。

。 光背,台 座は亡失し、近時の修理の着色が見苦しく変

色する部分があった。

〔修理仕様 〕

O 殺強を施 し,矧 ぎ目の緩む個所は解体し漆で接合緊結

した。

O Щ蝕・朽損部は樹脂及び漆て硬化補修した。

O 後補材のうち見苦しい個所及び修正を行必,猟害やFtB

没による欠失部等は桧材て補修した。

O 脇手は形を整理 して取付け後補の手は修理を行い,欠

失部は桧材て補修した。

O 裳先は不適合につき修正を行い,各欠失部のうち損傷

移行の恐れのある部分のみ桧材で新補 した。

O 後補の変色部は色の修正を行い,修理個所はすべて古

色仕上げとした。

重要文化財 本造千手観音坐像

昭和 51年度ようの継続事業 として,欠失 している台座

の新補を行なった。

台座は桧材,黒漆塗 ク古色仕上げの宣字座で,台 座の裏

に修理記銘の銅札を貼 りつけた。

2 建造物

普門寺方丈 (重要文化財 )

富田町 4丁 目に所在する普門寺の方丈が大阪府教育委員

会の有形文化財建造物として指定されてらたが,昭和 52

年 1月 28日 付文部省告示第 2号により国の重要文化財に

指定された。

〔指定説明 〕

普門寺は慈雲山と号する臨済宗寺院で応永 11年以前に

説厳和尚によって創立された。

はじめ,蘭湊派に属し,南禅寺金地院の下にあったが ,

享蔽・天文頃に竜安寺の末寺となり,現在に至っている。

方丈には棟札 (注 1)が あって,元和 7年に建立したもの

を正保二年になって竜挨宗潜が移したと伝えている。

桁行七間,梁間五間半,入母屋造て屋根は桟瓦を葺いて

いる力ヽ もとはこけらか桧皮葺であろう(注 2)。 南向き

て,東側面に庫裏が接続 し玄関はな硲。方柱,舟肘木,一

軒疎垂木木舞裏て,平面な桁行中央部三間半を室中東寄 り

二間を下間,西寄 クーFHl半 を上間に分けるが梁間は南端一

間を広縁,つ ぎ二間半を前室,北寄 夕二間を奥室として必

る。

上間奥室は東西に味と押入,北面に付書院を設けるが,

押入と付書院は後に設けられたもので,も とは下間奥室の

北面に付書院があった。室中奥室を復元すると,前側一闘

通 うが仏間で,三間半通しの仏壇がつき,後ろ側一間は小

部屋や物置になる。天丼は各室 とも猿頬天丼で,室中には

蟻壁を入れる。

柱間装置は広縁両脇が杉戸,正面中央が双折桟唐戸内明

障子,背面の一部が土壁であるほかは無良戸 (両面 )引違

内明障子となる。正面側には桟唐戸.無良戸,明障子とも

古いものが残されている。内部間仕切は仏間の背側面が板

壁 となるlaか は襖引達体で (注 3),柱 には辺付が付 く。

内法上は室中の前室奥室境の中央部のみ銭欄間,ほ かは土

壁 としているが, もとは室中と上間,下間境にも幾欄間を

入れていたらしい。

この方女は本割が細 くて建ちが低 く,相当古風であり,

上間と下間の間口が異るなど変わったところもある。京都

に多い禅宗方丈が地方へ伝わる過程の一遺構 として重要で

ある。

注 1〔棟札 〕(附指定 )

(表 )標州島上郡慈雲山普門禅寺丈室上梁,先是元和第七

辛酉春二月営建焉,大工河内守藤原政康,今葦正保

第二乙酉稔八月移基於此地尋一新厨庫等之数宇,伏



願大法紹隆五緑成熟以博千永幼ユ製賀頌白,古来客

座数維摩誰得度人斉麹多只把少林無孔笛大家唱起大

平歌 ,標 ,大工岡島甚右衛門尉清次,奉行祖澄首座

等 ,住山龍渓宗潜誌焉,檀越徳松院妙雲心月大姉

C∋ 文字なし

注 2 芽負上端に軒付に相当する一本の材を置硲ている。

桟瓦については,獅子口に嘉永二年 (1852)の へら

書があるので,こ の時 lrc葺 き変えられたものであろう

か 。

注 3 模は現在すべて新し必鳥の子を張って体るが,狩野

安信 (永真安信 )の墨画のある襖絵が別途保存されて

いる。

3 石造物
調査目的

石造物には,石燈籠をはじめ,宝塔・宝鐘印塔 ・五輪塔・

石仏・手水鉢 ・石鳥居・狛犬 ・石橋・石碑など数項目があ

げられる。

今回は主に神社にある石鳥居・石燈籠 ・狛犬さらに道標

などの数,造立年代等の基本的な台帳整備を作成する目的

で,昭和 52年 7月 から始め現在調査中である。

市内にある 50ケ所の神社のうち 36ケ所を調査 した結

果 ,約 400基にも及ボ石造物が確認 された。そのほとん

どが石燈籠や鳥居である。年代の確認で きるもののうち大

部分は 1600年代から 1800年代 (江戸時代 )に 造ら

れたものである。中でも古いのは安満の磐手杜神社の鳥居

で 1622年 (元和 8年 )の建立であった。また,燈籠では

同じ磐手社神社で1646年 (正保 3年 )の建立である。

石燈籠や狛犬は鳥居などと同じくらわば荘厳のためのも

であるが,刻 み込なれた文字から奉献・報恩・諸願成就 な

どの目的から造立されたものと考えられる。

調査ケ所  37ケ 所

調査概要  鳥居

燈籠・鳥居年代別一覧表

年 号 西  暦 燈 鰈 島帰 年 号 西  暦 燈鋒 鳥 居

元 和 1615-1624 I 宝 暦 1751-1764

寛 永 1624～ 1644 ! 明 和 1764-1772

正 保 1644-1648 1 安 永 1772-178, 17 I

明 暦 1655-1658 4 天 明 1781-1789 2

万 治 1658ヽ■661 4 寛 政 1789-1801 6 4

寛 文 1661-1673 7 3 享 和 1801-1804 4

延 宝 1673-1681 3 文 化 1804～ 1818 1

天 和 1681-1684 3 文 政 1818～ 1830 2

貞 享 1684～ 1688 2 2 天 保 1830-1844

元 藤 1688-1704 3 弘 化 1844-1848 8

宝 永 1704-1711 嘉 永 1848-1854 7

正 徳 1711～ 1716 安 政 1854～ 1860 4

享 保 ,716-1736 万 延 1860～ 1861 4

元 文 1736-1741 2 慶 応 1865-1868 4

寛 保 1741-1744 2

延 享 1744^w1748 9

寛 延 1748-1751 3 計 232

※ 慶安 (1648～ 1652)承 応 (1652～ 1655)・

文久 (1861～ 1864)・ 元治 (1864～ 1865)年間

については現在のところ該当するものはない。

名   称  本山寺石造宝盤印塔

所 在 地  高槻市大字原 3298番地

所 有 者  本山寺

管 理 者  百済寂詮

概   要

本山寺は役小角の車創 と伝える天台宗の寺院である。宝

饉印塔は本堂後方の丘陵尾根上にある経塚に建つ。この経

塚は法華経を埋納 していると伝えられる。

塔は総高 1.91物 の花筒岩製の全階式宝饉印塔で,各部

とも完存し,周 囲を野面石積みとした方形の上道上に建っ

ている。造立年代は刻銘を有しないため明らかでないが,

様式手法からみて錬倉時代後期のものと考えられる。

基礎は上角を階段状に作 り,塔身には東面 に弥陀,南面

に不空成就,西面に阿閑、北面に宝生の種子を薬研彫うに

している。笠石は隅飾 うの突起を軒先と同二面に垂直に立

て,内側の曲線は一つの孤からなり,笠石と隅飾 うの境目

には界線を刻す。相輪は九輪を線刻であらわし,伏鉢及び

九輪上の請花には単弁の八葉蓮弁を刻んでいる。

この塔は全体の形がよく整 った古式のもので,鎌倉時代

後期の保存のよい宝麓印塔として貴重である。
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手水鉢

狛犬

燈籠

道標

32基 (う ち年不祥 8)

13基 (う ち 〃 2)

21対

283基 (う ち対のもの 100,年代

の判読てきるもの 232基,別表参

照 )

14基



民俗文化財

民俗文化財収集の目的

1 民俗文化財は,社会生活や生産様式需の変移に伴い,

消滅ある硲は,その姿を変えつつある。それ故に,早急

にこれらの保護を徹底し,その活用を図ク,文化の向上

に資してらかなければならない。

消滅・変化は本市にかいても例外ではない。そこで,

昭和 51年に高槻市民俗文化財収集要項を作成し, 51

年 12月 ようこれに基づき調査・収集を開始 し,現在収

集整理てきてらるものは (表 )の とかりである。

分   類 点  数 主 な も の

1農  具

2 機織・養蚕具

3漁  具

4家  具

5 衣服・装身具

6 交 易用 具

7運 搬 具

8 社会生活用具

9 信 仰 用 具

0 人の一生の用具

６２

３２

‐ ６

７８

４９

‐１

２

４

２

３

石臼・馬鍬等

高機・きぬた等

漁火・うなぎかき等

箱火鉢・燭台等

みの。櫛。こうがい等

悼否・箱算盤等

川舟

力持石・竜吐水等

のほう

嫁入かご .打 ち掛け

計

<注 > ・ 収集は、寄贈を原則として恥る。

・ 寄贈者は 24名である。

2 昭和 52年度高槻市文化祭事業の一環 として,収集整

理できたものを,市民会館 G階にかいて展示した。

期 間  昭和 52年 11月 5日 ～ 18日

展示数  約 200点

5 埋蔵文化財
1 安満遺跡

所 在 地  高槻市高垣町 316

調 査面 積  1,600″
調 査期 間  昭和 51年 11月 15日 ～ 12月 16日

調 査経過

当該地は昭和 43年に大阪府教育委員会によって調査され

た高垣町の住宅地の南西隣に接する水田である。この付近

では弥生時代後期の竪穴式住居址が検出されている他は不

明確な部分が多い。今回,分譲住宅の建設に先立 って発掘

調査を実施した。

遺   構

層序は耕土 (01″ )・ 床土 (0.05″ )。 黄灰色土

(0.2～ 0。 3p)・ 暗褐色土 (0.2～ 0.3切 )で ,地山は

黄褐色の砂質気味の粘上である。調査地区の東側半分は青

灰色の砂礫が拡がう遺構・遺物はまった く検出されなかっ

た。西側部分では古墳時代の上砿墓 6基 と濤状遺構 井戸

を検出した。

土払墓は 2基ずつ 3か所で検出した。 1号士拡墓は直径

約 1″の円形を呈し,深 さ 0。 1″を測る。 2号土拡墓は長

さ 1.3″ ・幅 08η・深さ 0。 lηの長方形 , 3号士拡喜は

長さ 1.6物 ・幅 1.2η・深 さ0.2,の 隅丸方形 , 4号土飲

墓は長さ 22・ 幅 13η ・深 さ0.lηの隅丸方形を呈する。

5・ 6号土拡崖は直径約 12の円形を呈し,深 さ0.1～

0.25η を測る。いずれも内部から土師器の破片が記めら

れた。

井戸は調査地区北側て検出した。掘夕方は二段掘 うて,

上端は径 2.6η・底部では径 0.7η を測 り,深さ 1.9η の

円形素掘うである。

他に,幅 1～ 2″・深さ0.lη程の濤と 5。 6号土拡墓

の東側に南北 112・ 東西 5～ 6π・深さ0.5ηの落ち込

みを検出したがその性格はいずれも不明である。

土師器 。須意器が暗褐色土層から,井戸内からは庄内式

上器が出上している。また,柱状石斧 2点 と砥石 1点 が出

上している。

所   見

古墳時代の墓地 としての可能性を示してかり,北側の住

宅地には古墳時代の集落が埋没しているものと考えられる。

(橋本 )

2 安満遺跡

所 在 地  高槻市高垣町 17

調 査 面 積  1,414″

調 査 期 間  昭和 51年 11月 29日 ～ 12月 22日

調 査 経過

当該地はさきに調査を実施しているところの南側にあた

り,材木置場の建設が予定 されたため,発掘調査を実施し

た。

遺   構

北側の調査地区よう現地表面が約 50翻程低 くなって硲

るが,基本的な層序に変化はなく土層の色調が少し変 って

ある程度である。耕土 (0。 lη )・ 床土 (0.1切 )・ 灰色

砂質粘土 (0。 3″ )。 褐色土 (0,5″ )と 堆積し,地山は

黄灰色の砂質気味の粘上である。地山面に濤かよび方形周
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濤墓群を認めた。

濤は調査地区西部にかいて検出した。幅 lη・深さ 0.I

切程度て,東西かよび南北方向に走る濤があり東西方向の

ものは約 13ηの間隔をおいて平行て,南北方向のものは

これと直交するようである。時期は弥生時代と考えられる。

方形周濤墓は 5基を検出したが,必 ずれも濤を接してら

る。幅 I。 2～ 2η・深さ0.4斃 を測る周濤て囲まれた 1号

方形周濤墓は 検出し得た局濤墓中最大規模て,周濤内縁は

長辺 8切・短辺 7切 を測る。なか,東側の局濤内から板状

の本製品が出土している。 2号方形周濤墓は 1号方形周濤

墓の南側周濤 と共有するもので,幅 I切 ・深 さ 0.5″の周

濤て西側が区画されている。東側は別の周濤によって掘さ

くされているため明確てはないが長辺 4婉 ・短辺 3″程度

である。 3号方形周濤墓は幅 0。 4卯 ・深さ 0.2ηの周濤に

囲まれ長辺約 4切を測 り,周濤は完結せずに西側でL字状

になっている。 2・ 3号方形周濤墓は I号方形周濤墓の南

に連結 し,方向も同一である。 4号方形周溝墓は 1号方形

周濤墓の東側の周濤を共有して接するもので,西北隅部し

か認められなかったが, 1号方形周濤墓と同一方向と考え

られる。北側の周濤は幅 1.4″ ・深 さ約 0.3切を測る。 1・

2・ 3・ 4号方形周濤墓の主体部は認められなかった。 5

号方形周濤墓は 4号方形周濤墓の北側周濤に接するもので

'～
4号方形周濤墓と方向を果にしてある。周濤は幅 0.5

ゆ・深さ 0。 2η で,周濤内縁は長辺 48婢 。短辺 4ηを測

る。中央部rc主体部として木棺と土拡墓 を検出した。本棺

は長さ 1.45η・幅約 0.6″の長方形墓拡の底部に暗灰色粘

土を 13のの厚 さに致 き,その上に埋置し,蓋板まで灰色

粘上で覆 っていた。蓋板は長さ 114磁・幅 30婉・厚さ

3∽を測る。側板は東側のみ遺存し,高 さ 14切 。下部で

厚さ4″・長さlH∽ を測る。木口板はかな嚇 蝕してい

たが原位置をとどめていた。硲ずれも底板の端から 1～ 2

∽内側にかかれ,木 口板間は 104c協 を測る。蓋板はかな

り腐蝕しているが,長 さ 100効 ・幅 27砺・厚さ 2.6紘

を測る。なか,本国板を固定するためのほぞ穴は底板・側

板ともに認められなかった。また,木棺内部には遺物はな

かったも木棺に隣接する土拡墓は長さ 1.7η ・幅 ,η・深

さ約 0.1切を測 り,隅丸方形 を呈している。遺物や木棺の

痕跡はまったく記められなかった。

遺   物

調査地区西部の濤内から弥生式上器が出土して跡る程度

で遺物の量は少ない。 1号方形周濤墓の周濤内から第I様

式の破片が 1点 出土しているが,時期決定としては不適当

と考えられる。

見

今回,検出した方形周濤墓群の時期は出土遺物が少ない

ため明確 さを欠 くが,一応中期と考えてよいだろう。なか,

今回の調査区を含めて,桧尾川に近いところでは, 3ケ 所

の弥生時代墓地群が明らかとなった。 (橋本 )

3 安満遣跡

所 在 地  高槻市八丁畷町 12-1

調 査 面積  287.5″

調 査 期 間  昭和 52年 1月 17日 ～ 2月 3日

調 査 経過

京大農場の周辺部分については最近の調査によって実態

が徐々に解明されているが,京大農場内は昭和 3年の遺跡

発見時に事務所南側と,昭和 45年に外周部分の範囲確認

調査を行ったにす ぎない。今回,農場の灌水設備に伴 う配

管地巾埋設工事が計画されたため,立合い調査を実施 した。

遺   構

工事は幅 30～ 50∽・深さ約 90o2を 掘さくして配管

するもので,農場東部の果樹園・事務所北側・かよび事務

所西側の倉庫付近が掘さくされ,地区名では 24・ 25 26

区をまたがる細長い トレンチを設定 したことになった。

掘さくが深 さ約 90笏で止まるため,適騰検出面まで1/Cは

至らなかったが,部分的に遺構を検出することができた。

事務所北側では盛土 (0。 2″ )。 床土 (0,1″ )。 暗褐色

土 (0,3″ )・ 暗褐色粘土 (0.4″ )と 堆積,地 山は黄褐

色粘上である。この部分では暗褐色粘土がレンズ状に堆積

し濤状遺構となっているのをはじめ径 0。 5η程の円形ピフ

トがみられた。

果樹園でも暗褐色土は堆積しているが,東方かよび北方

では薄 くなっている。また,南にむけて地山が下降し,砂

礫が多 くなるようで遺物・遺構はほとんどみられない。

遺   物

事務所北側で弥生式土器が出上している。ほとんどが弥

生時代中期の ものであるが,前期ものも数点みられる。

所   見

従来の見解 ど渉う,農場事務所付近が遺跡の中心部と推

定される。出土 した土器には第 Ⅳ様式期のもかなりみら

れ,昭 和 42年に調査した方形周濤墓との関連が想定され

る。

東方の果樹園付近では遺構が希薄で昭和 45年の木棺墓

検出などと考え合わせると, この地区は弥生時代の墓地で

はなかろうか。 (橋本 )



4 安満遺跡

所 在 地  高槻市安満新町 379-1

調 査面 積  740″
調 査 期 間  昭和 52年 2月 22日 ～ 3月 9日

調 査経 過

当該地は国鉄検車区の北側で,す ぐ北を西国街道が走っ

ている。付近は分譲住宅の建設が多 く,昭和 48年の東側

地区の調査では弥生時代中期 (第Ⅳ様式)の濤をはじめ,

縄文時代晩期の上器が多数出上している。今回,分譲住宅

の建設が計画されたため調査を実施した。

遺   構

耕土 (0.22)・ 床土 (0.05″ )を除去すると黄灰色

砂質粘土 (地山 )と なる。上拡墓 ・壷棺墓かよび濤を検出

した。

上拡墓はいづれも調査地区北側に位置している。 1号土

拡墓は長さ 1,3切 ・幅 0。 4″・深さ0.1砲 を測 り,ほぼ長

方形を呈してかり弥生時代中期の上器が出土 している。 2

号土拡墓は半月状を呈してか り,長 さ 1.65,・ 幅 0.45切

・深さ 0.25物を測る。重棺墓は土拡墓の北側に位置し,直

径約 0.8η・深さ 0.3″の円形の墓拡内に弥生時代中期の

主が横倒しになって検出されえ。

濤は幅 2η ・深 さ0.5切 で調査地区の西北方から東南方

にむかって掘さくされたもので,濤内からは弥生時代中期

の上器が多数出土してある。

遺   物

濤内・土拡墓 ・立棺墓の遺物はいづれ 弥ヽ生時代中期

(第 Ⅳ様式 )の ものである。特に,主棺墓は西の辻N地点

出上の主の特徴を有するものである。

所   見

今回検出された濤は方向や遺物からみて,東側の調査地

区で検出された濤 と連結するものと考えられ,弥生時代中

期には検車区東側を数十物にわたって濤が掘 られているこ

とが明らかとなった。この溝が占める位置は不明であるが,

今回の調査地区よう北では遺構・遺物がほとんど検出され

ないところから,あ るいは安満遺跡の北限を示すものであ

るかもしれない。 (橋本 )

5 鳴上郡衛

所 在 地  高槻市清福寺町 286-1, 846-2

調 査面 積  199.79″

調 査 期 間  昭和 51年 6月 7日 ～ 6月 23日

調 査経 過

当該地は文跡嶋上郡衛跡の東北方にあた り,清福寺町の

公民館が老朽化したため,改築することになった。このた

め,発掘調査を実施した。

遺   構

層序は盛土 (0.8″ )・ 耕土 (0.8～ 0.4斃 )。 暗褐色

土 (0.4切 )・ 青灰色砂礫層となる。暗褐色土層上面に数

個の柱穴がみられた。この暗褐色土層には布留式上器や須

忘器,瓦器などが包含 されているため, この柱穴は鎌倉時

代以後のものと考えられる。暗褐色土層を除去し,青灰色

砂礫層の上面て遺構を精査 したが遺構らしきものは検出さ

れなかった。

遺   物

土師器 須意器・瓦器 。近世陶器・瓦が出土している。

所   見

調査範囲が狭小て遺構の拡がうについては明確さを欠 く。

当調査区の東北方でも中世の遺構が検出されているため,

郡衛東北部に中世の集落が営なれたことを裏づけている。

(橋本 )

6 鳴上郡衝跡 (66-DoH地 区 )

所 在 地  高槻市川西町 1丁 目 1020-卜 2

調 査面積  2161.46″

調 査 期間  昭和 51年 6月 12日 ～ 7月 16日

調 査経 過

当該地は市道辻子・下ノ回線 と西国街道が交差する地点

から東約 50η のところで,北側は西国街道 (旧 山陽道 )

に隣接している。

今回,分譲住宅の建設が予定されたため,発掘調査を実

施した。

遺   構

層序は盛土 (約 1砲 ),耕土 (0.2砲 )で包含層はなく,

すぐ黄褐色粘土 (地山 )に なる。

調査区の中央部西側で径 0.3～ 0.5″の柱穴 3個 と,幅

lη ,長 さ2p,深 さ0,2″ の上拡 1基を検出した他,南

東隅と南西隅で落ち込みの一部を検出した。埋め土はすべ

て黒色粘土て弥生式上器を少数包含して硲た。

遺   物

柱穴・土拡・落ち込みからは,弥生時代後期の甕・高杯・

壷の小破片が若干出上した。その他,中央部の粘土取 り跡

からは, 5世紀中頃の須恵器蓋・甕片が数点と中世磁器片

が 1点 ある。

所   見

西国街道よう南側の遺構のあり方は,す ぐ東側の 67-
A地区にL・ いて,弥生時代未期の円形プランの堅穴住居跡

と奈良時代の 2間 ×3間 の掘立柱建物跡が知られているが ,

‐様に遺構の拡がうが希薄な地区であると考えられる。
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(大船 )

7 嶋上部衛跡

所 在 地  高槻市清福寺町 886-2

調 査面 積  870″

調 査期 間  昭和 51年 7月 9日 ～ 9月 3日

調査 経過

当該地は式内社同久刀神社の南西側に接した水田てある。

分譲住宅の建設が計画されたため発掘調査を実施した。

遺   構

層序は耕土 (0。 1切 )。 床土 (0.2η )・ 灰褐色土 (0.1

孵 )・ 暗褐色土 (0.32),砂礫気味の黄褐色土 となる。

遺構は黄褐色土層上面で検出される。層位的には区別てき

ないが,弥生・古墳・奈良・平安時代の遺構に分かれる。

平安時代の遺構としては掘立柱建物跡 5棟である。

掘立柱建物 H2は 2間 (柱間 18効 )× 2間 (柱間 1.8

η )の 正方形の建物で方向はN-23° 一Eで ある。掘立

柱建物 HH3は 1間 (柱間 2.0切 )× 3間 (柱間 1。 25切 )

の南北に長い建物で,方向はN-10° 一Eで ある。

掘立柱建物HH4は 2間 (柱間 1.62)× 2間 (柱間 1.9

η )の少し南北に長い建物で,方向はN― 17° 一Eで あ

る。掘立住建物 HH5は 2間 (柱間 1,84斃 )× 2間 (柱

間 1.84″ )の東柱をもつもので倉と考えられる。方向は

N-14° 一Eで ある。掘立柱建物HH6は 2間 (柱間

1.84η )× 2間 (柱間 2.12η )の少し南北に長い建物で

方向はN-12°一Eで ある。

奈良時代の遺構としては 9基の上飲墓 と 1棟の掘眩柱建

物跡を検出した。

土拡墓の多 くは不整形 で,方向性になとまりがなく,

グループごとにまとめることが不可能である。

掘立柱建物NH4は 2間 (柱問 1.68砲 )× 3闘 (柱闘

1.52η )の東西に長硲建物である。方向はN-3°―Eで

ある。

古墳時代の遺構としては,周辺で検出されたものと同様

方形を呈する竪穴式住居址 2棟 を検出した。

竪穴式住居址 KHlは長辺 5。 3η ・短辺 5,1切 を測 り,

床面はほほ平担で,布留式の鉢・高杯が出上している。

竪穴式住居址KH2は KHlの北隣に位置し,一辺 4.5

切の方形を呈する。

弥生時代の遺構としては方形周濤墓 2基 と壷棺墓 1基 を

検出した。

4号方形周濤墓は,幅 1.8η ・深 さ約 0.5切の周濤に囲

まれたもので周濤内緑は東西約 7切 ,南北 7寛以上である。

東北部に幅約 2ηの陸橋部がある。同濤内側には 6基の土

拡墓が検出された。時期は弥生時代中期 (第Ш様式 )であ

る。

壷棺墓は, 4号方形周濤墓が坦没した段階て設けられた

もので東側周濤外緑て検出した。直径 0.7碗 。深 さ0.15

ηを測る円形の掘 ク方内に口緑を打ち欠いた壷を横倒しに

し,頸部に別の立の底部をかぶせたものである。時期は後

期 (第 V様式 )で ある。

遺   物

暗褐色土層中から土師器・須意器 。弥生式上器が,ま た

竪穴式住居内から布留式上器が出土した。

所   見

奈良時代の土拡墓はこれまでほとんど検出されてからず ,

奈良時代の墓地を知る上で重要である。なた,方形周濤墓

は一基だけではなく調査地区外にも連なっているようであ

り,竪穴式住居址とらわせて郡衛成立以前の様子を知るう

えで重要である。 (橋本 )

8 鳴上郡衡跡

所 在 地  高槻市清福寺町 894～ 1

調 査 面 積  717″

調 査 期 間  昭和 51年 7月 6日 ～ 8月 12日

調 査経 過

当該地は史跡「嶋上郡衛 」の北に位置し,現状は水田で

ある。今回,個人住宅建設に先立って,発掘調査を実施し

た。

遺   構

まず調査区全域を重機で堀 り下げ,遺物の検出につとめ

るとともに,遺構面を追求した。その結果,遺構面は 1面

のみで,全 ての遺構が地山面にみとめられた。層序は,耕

土 (0。 15″ ),床土 (一部分 ),整地層 (0。 2η ),灰

褐色砂質土層 (0.25砲 ),茶褐色土層 〔遺物包含層 〕

(0.3p)で ,以下地山になる。遺構としては弥生時代中

期 (畿内第 Ⅳ様式 )の方形周溝墓 3基 ,奈良時代の掘立

柱建物跡 3棟 ,平安時代の掘立柱建物跡 1棟の他,配石土

拡・集石遺構,土 拡等がある。周濤墓は調査区の北西部に

認められ,必ずれもその 1端が調査区域外にあるため,そ

の全様は明らかでないが, 1号および 2号は 1辺 8砲, 3

号は 1辺 5.7物 を測る。

住居址は, 1辺 5η弱の方形を呈し,四柱穴構造をもつ

もので,建 て替えは認められなら。

掘立住建物跡の内,奈良時代の柱穴は,掘 夕方が 1辺 0,8

～ 1.2η てほぼ方形を呈しているのに対し,平安時代のも

のは′卜さく不整形である。
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遺   物                     調 査 面 積  45″

弥生時代の遺物は,中期～後期にかけての壺・甕・鉢・  調 査 期 間  昭和 51年 9月 13～ 16日

高杯などで,そ の遺存状態は全体に悪い。古墳時代の遺物   調 査 経過

は,須恵器 (器台・高杯 )片 が若干出土している。奈良時     当該地は史跡「鳴上郡衛跡 」の南にあたクエ場の水槽設

代の遺物は,土師器・須恵器片が出上しているが,ま とな    置工事に先立って発掘調査を実施した。

ったものはなら。平安時代の遺物は,黒色土器,燈明皿,   遺   構

瓦類があげられる。                      層序は盛土下に暗褐色土 (0。 7駒 )・ 褐色土 (0.2～

所   見                           0・ 3切 )・ 黄灰色砂質土 と堆積している。地山は黄灰色砂

弥生時代の集落は,こ れまで 38-K地区かよび 74-    質上であるが, どの層からも遺構・遺物は検出されなかっ

H地区から検出された方形周濤墓群の存在によって,少なく    た。

とも中期には, 2つ の集落のあることが考えられていた。   所   見

そして今回の調査によって, もう 1単位中期の集落の存在     郡庁の付近と推定される地区であるが,遺構・遺物がな

をみとめることとなった。なた,奈良時代の建物跡を検出    ったく検出されず,郡庁の拡がりを考えるうえて重要であ

したことは1郡衛関連遺特の北地域への拡がりを考える上    る。 (橋本 )

で貴重な資料であろう。 (森田 )

‖ 嶋上郡衛跡

9 嶋上郡衛跡                       所 在 地  高槻市清福寺町 903-1

所 在 地  高槻市

'II西

町 1丁 目 972-1        調 査 面 積  70 07″

調 査面 積  104.38″               調 査 期 間  昭和 51年 9月 21日 ～ 24日

調 査 期 間  昭和 51年 8月 19日 ～ 21日        調 査 経 過

調 査経過                          当該地は史跡「鳴上郡衛跡 」の北に隣接している。今回 ,

当該地は史跡「鴨上郡衝跡 」の南にあた り,現西国街道    分譲住宅の建設にともなう水路及び道路が施工されること

lrC北接 している。今回個人住宅改築に先立って,調査を実    になったため調査を実施した。

施した。                     遺   構

遺   構                           層序は耕土 (0。 3η )・ 床土 (0.1″ )。 暗褐色土 (0.3

層序は盛土 (0。 6斃 ),耕土 (0。 12),床土 (一部分 〉  η ズ地山は砂礫 の混入する黄褐色土である。南半分は水

淡茶灰色土層 (整地層 0。 25切 ),暗褐色土層 〔遺物包含    路のために破壊されてかり,幅 0.6η程度しか調査できず i

層 〕(0.3η ),以下地山となる。弥生～古墳時代にかけ    数個の柱穴を検出したしたにとどまった。

ての遺物包含層を確認した。また調査区の南端から,平安   遺   物

時代のものと考えられる流路を検出した。その他の遺構は     弥生式上器・須恵器が出土した。

認められなかった。                    所   見

遺   物                          調査区が狭小なため,明確な遺構を検出することはでき

二重口縁部を有する壷の一部と受口状回縁を有する壷の    なかった。(橋本 )

一部が出土した。また流路 と考えられるところから,須恵

器片および曲げ物の底板と思われるものが出上してある。   12 嶋上郡衝跡

所   見                        所 在 地  高槻市清福寺町 789-1, 790-2

今回の調査では,郡衝に関連する遺構はみとめられなか   調 査面 積  205″

った。しかしながら弥生時代末の遺物包含層を検出しえた   調 査 期 間  昭和 51年 10月 4日 ～ 11月 5日

ことは,67-A・ E区 で検出している住居址と考え合わ   調 査経 過

せたとき,こ の周辺に集落のあったことが推測できる。      当該地は,史跡「嶋上郡衝跡 」の東北方にあたク,こ れ

(森田 )                          までの調査ては,古墳時代の集落跡や平安時代の遺構を確

認している。今回,分譲住宅建設に先立って,発掘調査を

10 嶋上郡衛跡                      実施した。

所 在 地  高槻市ナ|1西町 1丁目 1005-1       遺   構



層序は耕土 (0.15η ),床土 (0.15η ),灰褐色土層

(0,15～ 0.25η ),暗茶褐色土層 (0.2～ 0.3婢 ),暗

褐色土層 (0.1～ 0.2切 )で ,地山になる。

弥生時代の遺構は,濤 と井戸が認められた。濤は,調査

区東辺を東へ 4度ぶれて南流して硲る。濤内の層序は,上

方から暗灰褐色土層 (第Ⅱ様式～第 V様式 ),茶褐色■/1

(第 Ⅱ様式 ),青灰色粘質土層 (第 Ⅱ様式 )と つづいて,

濤底に至る。上端での濤幅は不明だが,濤底中心線から折

り返して推定すると3η前後 となり,濤底幅は 0,7～ 0.8

物前後を測る。また濤底の傾斜角度は緩 く,ほ とんど滞水

していたものと思われ,事実,最下層の青灰邑土層は,砂

粒を含まない粘土質であった。このことは,こ の濤か掘さ

くされた性格を示すものであろう。井戸は,調査区南寄り

て検出された。ほぼ円形を呈 し,上端で径 1.75″ ,底部

で 0.6切,深 さ I.1確を測る。層位的には 3層に分かれ,

中から破砕された大量の上器 (第 V様式後半 )が出土した。

一方,弥生～古墳時代にかけての住居址を 1基検出した。

南北 5.4胞 ,東西 4。 lη以上を測 り,建て替えが認められ

る。住居址の中央には焼上を内包 した Pitが ある。上層か

らは,布留式上器,下層からは,タ タキロを有する土器片

が出土している。この住居址の正確な時期については明ら

かでな必。その他,奈良時代の上器棺や土拡墓等が認めら

れた。

遺   物

縄文式上器 (船僑式 ),弥生式土器 (第 Ⅱ様式の主・箋・

鉢,第 V様式の壺・甕・鉢・高杯 ),布留式土器 (壺 ・甕・

鉢・高杯・器台 ).土師器 (箋 ・鍋 ・皿 )等が出上してら

る。

見

今回の調査で,奈良時代の建物跡は認められなかった。

しかし土器棺墓や土拡墓を検出したことは,当該地が史跡

「鳴上郡衛跡 」の外辺地域にあたるところから,そ の拡が

りを考えるに充分なものと思われる。さらに,第 I様式の

濤を検出したことは,嶋上郡衛跡の生成を考えるうえて興

味深い。 (森田 )

13 嶋上郡衛跡

所 在 地  高槻市郡家新町 242. 243-3

調 査面 積  672″

調 査期 間  昭和 51年 10月 6日 ～ 11月 6日

調 査 経過

当該地は神郡社の南約 350″で月ヽ字名は高津である。

西約 20婢の水田にか弥て,昭和 45年に大阪府教育委員

会が行なった範囲確認調査では旧山陽道跡とみられる石敷

や濤を検出して硲る。下水道清掃会社の事務所兼倉庫が改

築されること1/rな ったため発掘調査を実施した。

遺   構

事務所兼倉庫の基礎によって,遺構がかな夕破壊されて

いたが,山陽道跡 とみられる石敷や側濤を検出した。

山陽道跡はこボし大の石とつ きかためられた幅約 5″の

茶褐色粘上があり, この粘土面は南北に傾斜 していて,西

方の確認調査て確かめられた北側の石敷の延長とみられる。

この粘土面は調査地区西側では厚 く,東側では薄 くなり,

石 もみられなくなる。この道路敷とみられる石とつきかた

められた粘土面の北側には幅 1切 ・深さ 0.1切 の浅い濤が

検出され,道路敷の北側を画しているものと考えられる。

この道路幅は南側を新しい時期の濤によってある程度削ら

れているが,本来 5～ 6切 と考えられる。

道路敷とみられる粘土層から南へ約 15切の間隔をかい

て幅 2～ 3切・深さ 0。 5物 の濤が検出された。この濤は北

の道路敷と同一方向で,内部から土師器・須意器の他に上

層部から瓦器坑が出上してかり奈良時代から平安時代にか

けて流れて硲たらしい。この濤の北側には小石をつきかた

めたような様子はなかったが,西方の確認調査の様子や地

山面に黒色土器や上師器破片がみられることから, この部

分 も道路敷であったとみられる。

今回の調査では北側の石敷と南側の前後関係を明確 lrcす

ることはできなかったが,当初南側に幅 10切前後の道路

敷があり,の ちに北側に幅 5～ 6″程度の道路敷がつくり

かえられたとみられる。

なか,いずれも標高 148切前後を測 り,道路敷下には

古墳時代の遺物包含層がみられる。

見

今回の調査では山陽道の実態を明らかにする資料を得る

とともに,山陽道の側濤が平安時代末に埋没してあること

がわかった。このことは,郡衝が平安時代以後その機能を

失 うこととあわせて,律令体制のあり方にも問題をなげか

けるものである。 (橋本 )

14 嶋上部衛跡 (68-C・ G地区 )

所 在 地  高槻市川西町 1019

調 査面 積  985″
調 査 期 間  昭和 51年 10月 13日 ～ 10月 23日

調 査経過

当該地は市道辻子・下ノ回線 と西国街道が交差する地点

から東約 30η のところで,北側は西国街道 (1日 山陽道 )

lC面 している。ここに個人住宅の建設が予定されたため,

発掘調査を実施した。
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遺   構

層序は耕土 (0.15η )ですぐに黄褐色粘土 (地山 )にな

る。調査区からは遺構・遺物は検出することができなかっ

た。

所   見

東側の調査区と合せて,西国街道の南側ては1後世の攪

乱によるものか遺構は少ない地域であることが確認できた。

(大船 )

b 嶋上郡衛跡 (38-M・ N地区 )

所 在 地  高税市川西町 1丁 目 959-2

調 査面 積  330,9″

調 査期 間  昭和 51年 11月 1日 ～ 11月 25日

調 査 経 過

当該地は市立川西小学校の東側にあたり,個人住宅の建

設に先立 って発掘調査を実施した。

遺   構

層序は盛土(1.5,),耕 土 (0.2切 ),床土 (0.25

″ )1暗褐色土層 (0.35切 ),茶褐色土 (地山 )で ある。

検出した遺構は,弥生時代後期の方形周濤墓・土拡墓・

壷棺と古墳時代の落ち込み・柱穴である。

南側中央部で検出した 1号方形周濤墓は,大部分が調査

地区外にあり明らかでない。周濤の幅は約 1～ 2ηで深さ

は 0.25″ と浅 く,西側て陸橋 となリー巡 しない。主体部

は明らでない。

2号方形周濤墓は,東半分のみを検出した。その規模は ,

東辺約 3.5切 て周濤の幅約 1.5η 。深さ約 0。 2 ηιを測 り,

北側で陸橋部となう一巡 しない。主体部は不明であるが,

周濤に接して土拡墓を 2基検出した。

土拡墓は,こ れらの方形周濤墓の周 夕に大小あわせて 10

基を検出した。その中で径約 1.1切 ・深 さ 0。 5ηの上拡墓

には,横に寝かせた大きな壷棺が埋置 されていた。壷棺は

腹径 42婉・器高 53磁 を測 ク,口 緑部を打ち欠 き,底部

に穿孔していた。

北東部で検出した古墳時代の落ち込みは,深 さ 0.3切 の

南北に長い濤状のものである。柱穴は,径約 0.2η ・深さ

約 0。 1～ 0,15″ を測る小さなものが十数個認められた。

遺   物

暗褐色」臀からは弥生時代中期から 6世紀末までの遺物

が若千出上した他,方形周濤墓の周濤からは弥生時代後期

の上器片が少量出土した。古墳時代の落 ち込みと柱穴から

は, 5世紀末頃の須恵器・土師器片が小量出土している。

所   見

この周辺一帯は,弥生時代中期～後期に至る一大墓地群

の存在が明らかとなった。その後 5世紀以後に居住地 として

開発されたことがうかがえる資料であろう。 (大船 )

16 鳴上郡衛跡

所 在 地  高槻市清福寺町 887番地

調 査 面積  641″

調 査 期 間  昭和 51年 11月 17日～ 12月 20日

調 査経 過

当該地は,史跡「嶋上郡街跡 」の北に位置し,周辺での

調査結果から,弥生時代～平安時代にかけての遺構の存在

が考えられるところである。今回,分譲住宅建設に先立っ

て,発掘調査を実施した。

遺   構

層序は,耕土 (0。 1″ ),灰褐色砂質土層 (0.2斃 ),

茶褐色土層 〔遺物包含層 〕(0.3切 )で ,以下地山となる。

遺構は,古墳時代の住居址 6基,平安時代の石組井戸 1

基,か よび時期不明の土拡,柱穴若子を認める。

住居址はいづれも方形で, 1辺 4勒～ 6″ の規模をもつ。

比較的遺存状態の良好な 3号住居址は,南北 6″,東西 5

砲を測 り,四柱穴構造を有する。柱穴は径 0。 15～ 0.2η ,

深さ0.35～ 0。 4η を測る。中央に径 0.5物 ,深さ0.15切

の焼土拡がみとめられ,炉跡の可能性が強い。さらに,住

居址の壁面に接して北西隅かよび西側中央TCは 土拡があり,

平行する2本の濤で囲まれているところから,何 らかの施

設の存在が考えられる。

井戸は,こ の住居址の東南隅を切って構築されている。

堀 り方は南北 3.4″ ,東西 3切の方形を呈し,現存深 3.4

靱を測る。石組み内径は上辺が 1.5切 × 1.3η のほぼ方形

で,東側て若干張 り出してある。下辺は南北 0.8切 ,東西

0,95η の方形である。ただ下辺の軸線と上辺の軸線に 9°

のずれがあり,上辺と下辺の平面はねしれの位置にある。

据 夕方の相対関係では石組下縁がほほ掘方の中心に位置し

ているのに対し,上縁ではねじれて組み上げたために東の

方へずれ,掘 う方の軸線 とも必然的にずれを生している。

層位的には上層 (茶褐色土層 )と 下層 (暗褐色泥土層 )に

大 きく分れ,上層にはほとんど遺物を含まず,そ の多 くは ,

下層から検出されている。

遺   物

弥生時代の遺物は後期の上器片のみである。古墳時代の

ものでは, 3号住居址から出土した庄内式期～布留式期に

かけての壷の口緑部,か よび高杯が出上している。また,

平安時代の遺物は,井戸から出土したものがほとんどで,

土器類 と木製品類がある。土器類としては,墨書土師器皿

2点をはじめ,黒色土器,燈明皿,羽釜,土釜,緑釉陶器 ,
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灰釉陶器,把手付鍋,平瓦,須恵器片等がある。 2点の墨

書土器はほとんど底に近いところの同一個所て検出し, ど

ちらもほほ完形に近い。 うち I点は径 14C″ ,高 さ 2.502

を測る。底部内面に 5行の墨書があり,そ れぞれ左から

「中真 (央 )土公水神王 」・「西方土公水神王 」・「東方

土公水神王 」・「南方土公水神王 」・「北方土公水神王 」

ととめる。な番「南方云 々」の行は他の行とは逆方向に書

かれている。そして口縁部内面に「封 」の文字を横に 12

ならべて書 き,それらの文字の上に 1条の墨書線をひいて

いる。他の 1点は,径 14●″,高 さ 27勤を測 ク,先のも

のとほぼ同一の法量を示す。墨書は内面にみとめられ,底

部中央から口縁部にかけて,大 きく「天座大神王 」,ま た

これと直角方向へ同じく底面から口縁部にかけて,「 十二

神王 」と書かれている。これらの墨書土器は,井戸を新し

く構築 した際に,水に住む神をネEっ てその怒 うを鎮め,井

戸の水が結れな邸ように析念する祭ネEに用いられたものと

考えられる。具体的には 2つ の皿を合口にして紐で結び,

土器の中に「天座神 」・「水神王 」などの神 々を封し込め ,

井戸に沈めたものであろう。本製品類は曲物・櫛・御弊・

一端が黒焦げた棒状木片等がある。その他にマツカサ 。モ

モの種子・ドングリ・ヒョクタン等の自然遺物も出上してい

る。

所   見

今回検出した 6基の住居址は,史跡「鳴上郡衛跡 」の北

辺一常に拡がる弥生～古墳時代初頭にかけての集落の一部

であろう。この集落の規模は相当大きなものと考えられ,

今後の詳細な調査が期待
`れ

る。また平安時代の井戸を検

出したことは, この辺―帯 が集落址であったことを確実な

ものにした。 (森田 )

17 鳴上郡衛跡 (6-M・ N地区 )

所 在 地  高槻市清福寺町 886-I

調 査 面積  764″

調 査 期 間  昭和 51年 12月 13日 ～ 12月 27日

調 査経 過

当該地は式内社阿久刀神社の南西約 50η のところにあ

たり,分譲住宅の建設が予定されたため,発掘調査を実施

した。

遺   構

層序は耕土 (0.15η ),床土 (0.15″ ),黒褐色土

層 (0.1～ 0.7切 ),黄褐色粘土～礫層 (地山 )に なる。

検出した遺構は,奈良時代の掘立柱建物跡・土広と弥生

時代の竪穴式住居跡がある。

掘立柱建物跡 (NH5)は 'VIRlで検出された 2間 (柱間

2.452)× 5間 (柱間 1.89効 )の南北に長い比較的大

きな建物である。主軸はN-2°―Wで ある。

掘立柱建物跡 (NH6)は '中央部で検出した 2間 (柱

間 2勤 )× 5間 (柱間 2.12″ )の東西に長弥建物である。

主軸はN-0°一Wで ある。

掘立柱建物跡 (N H7)は '中央部で検出した 2間 (柱間

I.9η )× 2間 (柱間 1,7η と 3.8切 )の南北に長い小さ

な建物である。主軸はN-1°―Eである。

掘立柱建物跡 (NH8)は '東側の地山面が急に傾斜す

る変換地で検出した 2間 (柱間 2.25η )× 3間 (柱間

246η )の南北に長い建物である。主軸はNHsと 同じで

北梁はNH5の南梁の延長線上に位置する。

掘立柱建物跡 (NH。 )は,NHsのすぐ北側で検出した

2間 (柱間 1,9切 )× 3間 (柱間 2.I婉 )の南北に長い建

物である。西桁はNH6の 延長線上VC位 置し,規模はNH8

よう少し月ヽさい。

土拡 (Dl)は ,NEsの南側で検出した長辺 2.8η ・短

辺 1.6確 ・深さ 0.22の 長方形の大きなもので底面はほぼ

水平である。

土拡 (D2)は 'NHもの南側て検出した長径約 1.6靱・

短径 0.6″・深さ 0.25切 の長方形の上拡である。

上拡 (D3)は '南側中央部て検出した長径約 1.2″・

短形 0。 8η・深さ0.12の長円形の浅い土広である。

上拡 (D4)は '南側中央部で検出した長径 lⅢ 5吻 ・短

径約 0。 7η・深さ 0.2η の長円形 を呈する土拡である。

上広 (D5)は '東側で検出した深さ0.5ηの不整形で大

きな土飲である。

竪穴式住居跡 (YH)は ,東側で検出したもので大部分

は調査区域外にあるため,規模等については不明である。

遺   物

黒褐色土層からは,弥生時代後期から奈良時代の遺物が

出上した他,柱穴・土拡からも奈良時代の上師器・須意器

片が少量出上している。またN H5の 柱穴からは旧石器時代

石器 (サ スカイ ト片 )が ,点出土した。

所   見

鳴上郡衛北部の遺構のあり方を知ることができた。とく

に奈良時代の規則性のある大 きな建物跡は,む しろ,郡衛

に密接な関連をもつ建物 と考えられる。また時期について

は,主軸が少し東に対し振れる傾向を示しているため史跡

指定地内の建物群 と比べると少し新しい時期を考えなくて

はならない。 (大船 )

18 鳴上郡衝跡 (84-F地 区 )

所 在 地  高槻市今城町 164-19

-10-



調 査面 積  139,96″                  なかったが,周囲の調査結果 とあわせて見るならば,郡衛

調 査 期 間  昭和 51年 12月 17日 ～ 12月 22日       関津捨構の北への航夢 りを考える上で重要な資料といえよ

調 査経 過                       う。 (大船 )

当該地は府立三島高校正門から東約 150η の住宅地の

西端にあた り,個人住宅の建設に先立 って発掘調査を実施   20 嶋上郡衛跡

所 在 地  高椀市清福寺町 21-1した。

遺   構                     調 査面 積  46″

層序は盛土 (1.5η ),耕土 (0.2η )ですぐ下は黄褐   調 査 期間  昭和 52年 3月 7日 ～ 9日

色粘土 (地山 )で ある。遺構・遺物は,小範囲な調査であ   調 査経 過

ったが検出することができなかった。              当該地は式内i阿久刀神社の西約 100η の列 |1兵防上

所   見                          にあた り,個人住宅の建設に先立って,発掘調査を実施し

この付近は府立三島高校を中心とする郡家今城遺跡と,    た。

本遺跡の南西部が接する地区であり,両遺跡の関係を知る   遺   構

上て重要な所である。しかし,今回の調査は,狭少な トレ     層序は盛土 (2.5″ )です ぐ下が黄褐色含礫土層の地山

ンチ調査であったため,南側一常の遺跡の拡がうについて    となる。以前,こ の周辺が竹林であったため,か なりの攪

明らかにすることができなかった。 (大船 )         乱を受けてかり,遺物・遺構ともに認められなかった。

所   見

19嶋上郡衛跡 (6-K地区 )                  当調査区と平地との比高差は約 3砲余 りあり,北西に続

所 在 地  高槻市清福寺町 887              く丘陵地を削平して竹林となったことから,今回の調査で

調 査面 積   132″                    は郡衛関連遺構を検出てきなかった。 (冨成 )

調 査 期 間  昭和 52年 1月 10日 ～ 1月 28日

調 査 経過                        劉 嶋上郡衛跡

当該地は式内阿久刀神社のすぐ南側にあたり,個人住宅   所 在 地  高槻市郡家本町 754-1

の建設に先立って発掘調査を実施 した。           調 査面 積  92″

遺   構                      調 査 期 間  昭和 52年 3月 7日 ～ 9日

層序は耕土 (0.2η ),床土 (0。 1″ ),黒褐色土層    調 査経 過

(0.1砲 ),茶褐色含礫土 (地山 )で ある。調査地は狭少     当該地は史跡「嶋上郡衛跡 」の北方にあたり,南平台丘

な面積であったが,弥生時代から平安時代までの多数の遺    陵から東にのびた微高地の南斜面に位置する。今回,農機

構が検出された。                       具倉庫建設に先立って,調査を実施した。

平安時代の遺構は,す ぐ南側で検出した石組み井戸に伴   遺   構

う 10世紀前半の掘立柱建物跡で 2間 × 2間 の倉である。     層序は盛土 (0.15η ),耕土 (0.5")で すぐに黄褐色

主軸の方向はN-7°一Eで ある。               色礫土層の地山になる。遺構1遺物ともに認められなかっ

奈良時代の遺構は,北東隅で検出した梁行 2間の東西に    た。

長い建物がある。主軸の方向はN-6°―Wで ある。      所   見

古墳時代の遺構は,東西 4.5切 を測る竪穴住居跡 3基で     今回の調査では,調査面積が狭小なため,遺構・遺物は

ある。必ずれも形態・規模・方位とも同じと考えられるが,   まった く検出てきなかったが,南平台丘唆がこの周辺で急

大部分が調査地区外にあるため,明 らかでない。        な傾斜でもって落ち込み,lrdほ 水平な地山面を形成するこ

とは南に分布する倉庫群の拡が 少を予測せざるを得なら。遺   物

全休的に少な く,各柱穴・住居跡から細片が検出されて    (冨 成 )

いる。

所   見                         22 郡家今城遺跡

当調査区は,本遺跡の北部にあた り、弥生～平安時代に   所 在 地  高槻市氷室町 1丁 目766-1・ 2

かけての遺構が最 も密集する地域である。調査範囲が狭小   調 査面 積  I,386″

衣ため各時代の建物の規模・′LtHに ついては明らかに出来   調 査 期間  昭和 52年 1月 11日 ～ 1月 19日



調 査 経過

当該地は府立三島高校の北西約 50切にあたり,北側は

西国街道に接 している。今回,個人住宅の建設に先立って

発掘調査を実施 した。

遺   構

耕土 (0.2″ )下,す ぐに黄褐色粘土層 (地 山 )に なる。

調査区の南東部に柱穴がみられるが,大部分は南側の調査

地区外に拡がっていると考えられる。

遺   物

柱穴から土師器・須恵器の細叶が少量出土した他,径約

10切の八花鏡の破片を南東隅の地山面上から検出した。

所   見

西国街道の南側にあって,検出した遺構の分布状況から

郡家今城遺跡の北西限と考えられる。また当調査区の東側

では土拡墓群が検出されてお り,南側では濤で区画された

住居地が検出され,奈良時代から平安時代の集落の拡がり

を知ることができる。 (大船 )

23 宮田遺跡

所 在 地  高槻市宮田町 3丁 目 42-1

調 査 面 積  908″

調 査 期 間  昭和 52年 1月 20日 ～ 2月 9日

調 査 経 過

当該地は昭和 49年 6月 に女瀬川の旧河道 と奈良時代の

掘立柱建物群を調査 した東側にあたる。今回,分譲住宅の

建設に先立って発掘調査を実施した。

遺   構

層序は耕土 (0.2″ ),床土 (0.4切 ),黄褐色砂質土

層 (0.2切 ),淡茶褐色粘土層 (0.15切 ),黒色粘上層

(0,15η ),黄灰色粘上 (地 山 )で ある。

調査区の西側で弥生時代中期の幅 1斃 ・深さ :切のV字

濤を検出した。調査区の大部分は,北西から南東方向に流

れる女瀬川の旧河道である。幅約 9切 ・深さ約 1.5ηで何

回にもわたって流路を変えている。

遺   物

V字濤から弥生式上器片と石器が少数出土した。また旧

河道の堆積層からは,上師器・須恵器の破片が多数出上し

た。

所   見

本遺跡は西から東に向って延びた微高地上に位置 してか

り,旧女瀬川 もそれに沿って北側を流れていた。当調査区

では,古墳時代の女瀬)|が南方向に流れを変えた位置にあ

た り,氾濫原であるためか遺構は少ない。雄積層の出土遺

物から, もう少 し上流に古墳時代の集落の存在が予測され

る。 (大船 )

24 富田遺跡

所 在 地  高槻市富田町 4丁目 2514-3

調 査 面 積  3,735.27″

調 査 期 間  昭和 51年 8月 13日 ～ 10月 15日

調 査経 過

当該地は普門寺西側の旧富田小学校跡地にあた り,高槻

市が公営住宅の建設を予定した。当該地が普門寺の旧境内

地であったことから寺跡の遺構確認を目的に発掘調査を実

施した。

遺   構

層序は盛土 (0.2～ 1.5切 )です ぐ赤黄色土 (地山 )に

なる。

調査区のほほ全域から弥生時代後期から江戸時代に至る

さなざまな遺構を検出した。

〔弥生時代の遺構 〕

調査区の南側に西から東へ走る大濤 とその北側に方形周

濤墓 2基と西側の合計 3基を検出した。大濤は幅約 10″・

深 さ約 2切 である。今回,検出した遺構の中で最 も古 く、

畿内第V様式の初めのものと考えられる。 3基の方形周濤

墓 もこの大濤と同時期と考えられるが,後世の削平によっ

て規模 。年代・埋葬施設については不明な点が多跡。

〔古墳時代の遺構 〕

調査区の中央に方墳を 1基,その西方に S字状濤 1条を

検出した。方墳は,一辺約 10ηて濠幅約 3切・深さ約0.3

切の周濠がめ ぐっている。埋葬施設は削平されて硲るため

検出することができなかった。時期は周濠内の出土遺物か

ら 5世紀末頃と考えられる。S字状濤は幅約 2η ・深さ約

0.3切 で北から南に走る。時期は 6世紀末頃である。

〔鎌倉時代の遺構 〕

掘立柱建物跡は,調査区のほぼ全域にわたって分布して

いる。これらの建物跡は 33棟発見 されてかり,それぞれ

東西南北に走る濤に生って区画されたそれぞれの敷地内に

存在する。この建物跡は、大別して 3群から構成されてい

ると考えられる。地山面が比較的高い西側では,家屋に庇

のある大きな建物群が整然と並び,大 きな顕地 を有する。

この敷地は濤によって区画 されて弥るが,その広さは明ら

かでない。なか,南北の濤 1/Cよ って区画されている幅は約

22″である。また,地 山面が徐々に低 くなる東南―常に

は,西側の建物と比べて明らかに小さな I間 × 1間 の建物

が密集 し、建物が同じ場所でかなう建替えを行ったと考え

られる。これら東南側 と西側の建物群 との間には 2間 × 2

間の倉庫群が存在する。



井戸は東南側一帯の小さな建物群の中程に 3基 ,接近し

てあり,そ の規模は直径約 1～ 2切・深さ約 1.5η の素掘

りの井戸である。

土広墓は井戸の東西に 1基 ずつを検出した。規模はいず

れも幅 0.6切・長さ 1.2効 である。深さは土拡墓 1が 0.05

切,上拡墓 2が 0。 8切 を測 夕,土拡墓 2か らは副葬品とし

て白磁碗 ,,瓦器婉 1,土師器皿 5が出上 している。

〔江戸時代の遺構 〕

調査区のRIRllで コ字状の濤と瓦窯を検出した。濤は幅約

2η ,深 さ約 15pで さらに東方に続 く。濤内からは,江

戸時代後期の瓦片が出上して必る。一方,調査区のほぼ中

央で検出した瓦窯は俗称「 ダルマ窯 」と呼ばれ,焚口が左

右 2グ所 rcあ って両方から同時に燃焼 させたものである。

床は ロストル式になっている。窯体の規模は長さ 4.8η・

幅 2.6切 であり,窯壁は瓦片 と黄色粘土で固められて必る。

なか,こ の焚口側には灰 と炭とが混入した落ち込みが認め

られた。

遺   物

濤,柱穴 ,土拡墓 ,井戸などから出上 した弥生式土器 ,

土師器 ,須恵器,瓦器1瓦等がある。特に鎌倉時代の遺物

が多 く,日用雑器である瓦器挽,土師皿,瓦器鍋,金,青

白磁がある。特に注目されるものに直径 9C″の妨製八後鏡

と土拡墓内から出上した白磁碗がある。

所   見

今回調査した富田遺跡は,弥生時代後期から現在に至る

まで連綿と続 く複合遺跡である。市街地の南側に位置する

富田地区は,発掘調査が一度 も実施されたことがなく,現

在に至 っているが,それだけに今回の調査は淀川北岸の歴

史を解明す る上で貴重な資料を加えることができたといえ

主う。特に調査区の全面にわたって検出した鎌倉時代の遺

構は,最近の大規模な発掘調査によって類例を重ねつつあ

るが,中世にかける集落のあり方を考える上で重要な資料

である。 (大船 )

25 富田遺跡

所 在 地  高槻市宮田町

調 査 面 積  61.46″
調 査 期 間  昭和 51年 1

調 査 経 過

当該地は普門寺の南で,

地に隣接している。今回,

め,調査を実施した。

4丁目 2522

1月 6日

8月 に実施した市公営住宅建設

個人住宅の建設が予定 されたた…

穏

当該地の西隅と中央南側 との 2ケ 所に小さな試掘濤を設

定して行った。

層序は盛土 (0.3物 ),耕土 (0.2η ),床土 (0.1切 )

茶褐色土層 (0.15η ),黄褐色土層 (地山 )と なる。西

隅に設けた試掘濤では,東西に走る濤と柱穴を検出した。

調査区が狭少なため,遺構のrFeは 明らかでない。なか ,

東西に走る濤からは鎌倉期の瓦器ぬ等が出上している。

遺   物

鎌倉期の日用雑器類である瓦器婉 ,羽釜,土師皿,白磁

碗,青磁碗等がある。

所   見

北に隣接する公営住宅地での調査結果 も合せて,南一帯

には鎌倉時代の集落が拡がって味ると考えられる。 (冨成 )

26 富田遺跡

所 在 地  高槻市富田町 4丁 目

調 査 面 積  2,000″

調 査 期 間  昭和 52年 2月 12日 ～ 2月 25日

調 査 経 過

当該地は昭和 51年 8月 に発掘調査した北側の市立富田

幼椎園跡にあたり,普門寺のす く
°
西側である。今回市立青

少年センターの建設が予定 されたため発掘調査を実施した。

遺   構

層序は盛土 (0.lη )赤黄色粘土 (地山 )に 左る。

鎌倉期の建物跡・濤と古墳時代中期の方墳・土拡 を検出

した。建物跡は桁行 5間の南北に長い建物で梁行が調査区

域外にあたるため,規模は不明である。濤は幅約 0。 4物 ・

深 さ約 0.lηの南北濤 4本 と短い小濤であるが,大部分は

園舎の基礎によって攪乱されている。調査区の北東部に一

辺約 10切 の方墳を検出した。濠は約 2～ 2.5η・深さ約

0,2～ 0.5切て,】 ヒ濠は攪乱 されて弥て不明である。この

方墳の北側 lrcも う一つの方墳を検出したが大部分が調査区

域外にあるため規模は不明である。土拡は方墳の南側にあ

り不整形なもので,遺物等はない。

鎌倉時代の瓦器・土師器・須恵器片が少数みられ,古墳

時代のものは方墳の濠から土師器・須恵器片が若千出土し

たのみである。

所   見

昭和 51年夏の調査区の北に隣接した当調査区にからて,

新しく古墳時代中期の方墳を,ま た鎌倉期の集落の北限を

確認し得たことは,本遺跡の拡がりが,丘陵端部にあたる

ことを示す重要な資料である。 (大船 )



野 上氷室遺跡

所 在 地  高槻市氷室町 4丁 目513他 6筆

調 査 面 積  3200″
調 査 期 間  昭和 51年 7月 26日 ～ 10月 31日

調 査経過

当該地は史跡 。今城塚古墳の西方にあたり,女瀬川の河

川改修工事が計画されたため,遺跡確認調査を実施した。

この調査の結果,鎌倉期の瓦器塊等が出上し,周辺に遺措

の存在が推定されたため,調査を実施した。なか,調査は

女瀬川改修関連遺跡調査会が行った。

遺   構

当調査区は北西から南東方向に大規模な試掘濤を設定し

た状況で,遺跡の拡がうについて明らかにしうると考えら

れた。しかしながら,遺構はほとんど検出し得なかった。

ただ調査区の南端て土拡墓 I基を検出した。土拡墓は長辺

0.8η ,短辺 0.4ηの長方形を呈してXh夕 ,遺物は認めら

れなかった。

調査区の中央 よう北側にかけては,自然の流路があり,

堆積層である砂層内に瓦器坑等が混入していた。

所   見

出土した遺物から,周辺に遺構の存在が考えられるが ,

南端で検出した土砿墓等から,あ まり広 くない範囲に集落

を考えねばならならだろう。 (冨成 )

お 芥川城跡

所 在 地  高槻市殿町 64・ 69

調 査 面積  3,084″

調 査 期 間  昭和 51年 11月 29日 ～ 12月 9日

調 査 経 過

当該地は日本専売公社高槻工場のす ぐ西側にあたり,ス

イミングスクールの建設が予定されたため,発掘調査を実

施した。

遺   構

層序は盛土 (0.4η ),耕土 (0.3切 ),床土 (0.15

効 ),茶褐色土層 (地山 )で ある。

調査区の北東部に多数の柱穴と土拡 ,中央西側で径約

0,7η ・深さ約 1.2斃 の石組み井戸 1基 ,南側で柱穴と昭

和の初期まで使用 された給水管 2本があり,通称「 ポンボ

コ」と呼ばれている。

柱穴群は,大部分が調査地区外に拡がってかり,建物に

まとまるものはなかった。さらに南側は芥,1の 氾濫を示す

砂の厚い増積層があって,遺構面を流失している。給水管

は瓦質のもので径 10～ 15C″ 。長さ約 30で″の大 きさの

ものを連結 していた。掘 ク方は床土面からかこなわれ,江

戸時代に属するのか疑問である。

遺   物

中世の井戸・柱穴・土拡 から,瓦器・土師器・須恵器・

磁器片を少数検出した。その他給水管である瓦質の円筒管

が多数ある。

所   見

戦国時代の武将三好長慶で有名な芥川城は,そ の所在地

が摂津峡の城山と列 1宿の殿の内の 2ケ所に推定されてか

り,城山の方が城郭として有望視されている。

今回の調査で検出した遺構は,中世の集落跡と給水管だ

けであり,芥川城に関するものはなかった。 (大船 )

29安満遺跡 (19-L地 区 )

所 在 地  高槻市大字下 75番地の 3

調 査面 積  82″

調 査期 間  昭和 52年 4月 2,日

調 査 経 過

当該地は昭和 47年に調査された 9地区の方形周濤墓群

から約 150切南側である。住宅兼店舗建設に先立 って調

査を実施した。

遺   構

耕土・床上を除去すると青色の砂礫・粘土層が厚 く堆積

してあるのを確認 したが,遺構・遺物はなったく検出され

なかった。

所   見

青色の砂礫・粘土層は桧尾川の旧流路か,氾濫による堆

積と考えられ,中世焦落の南の限界を示す資料といえまク。

(橋本 )

30安満遺跡 (8-0・ P, 9-M・ NoO地区 )

所 在 地  高槻市高垣町 265番地他 5筆

調 査 面 積  3,406″
調 査 期 間  昭和 52年 11月 28日 ～ 12月 23日

調 査 経過

当該地は昭和 47年に調査した方形周濤墓群の南側約50

物と,昭和 51年末に調査した 8-M・ N地区の東側一帯

である。今回,分譲住宅の建設が計画されたため,調査を

実施した。

遺   構

農業用水路の関係で西・中央・東区の二つに分割 して調

査を実施した。

西区では西側半分は遺物包含層 も衰ったく悪 く,遺構も

まった く検出されな硲。東側の水路近 くでわずか lrc遺 物包

含層がみられ,掘立柱建物 1棟 と土砿墓 3基 を検出した。
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掘立柱建物跡はほぼ東西方向で 1間 (柱間 2.0幼 )× 2

間 (柱間 2.2η )で ある。

土広墓には幅 065切 ・長さ 1.6砲・深さ 0.lηの長方

形を呈するものと,直径 1.5切・深さ 0.5″てほほ円形を

呈するもの,長 さ 2.22・ 幅 1.1″ ・深さ約 0.6″を測る

不整形のものがある。

中央区は全面にわたって旧桧尾川の流路らしく,床上の

す ぐ下から砂礫層が厚 く堆積していて,遺構は確認できな

しn。

東区では掘立柱建物 3棟 と井戸 2基,か まび土拡墓 2基

を検出した。

掘立柱建物跡は調査地区南側て検出されたものでほぼ南

北方向である。規模は南北 3間 (柱間 2.2切 )×東西 I間

(柱間 2″ )以 上である。西側に庇を有し,庇の柱間はそ

れぞれ 2駒である。他の 2棟 は上記の建物の約 7切北側に

位置するもので,その内の 1棟 は倉庫 とかもわれ, 2間 ×

2間 で柱間は 2切を測る。他の 1棟は倉庫と重なり東西 2

間,南北 1間 で柱間はそれぞれ 1.8″ , I.7切 を測る。こ

れらの建物の西側に素掘 うの井戸 1基を検出した。ほぼ円

形を呈し直径約 1.2切 ・深 さ 0.9ηを測る。また,西北側

に長さ 1.Iη ・幅 0.6ηの長方形土拡墓を検出した。その

他,石組の井戸 1基 と■TA墓 1基を検出した。石組の井戸

は直径 75θ″・深 さ 14切 を測る。土拡墓は長さ 1.1靱幅

0。 9斃・深 さ0.3切 て内部に骨片がみられた。

遺   物

平安時代末から鎌倉時代にかけての瓦器・土師器・陶磁

器が出土している。上拡墓から出土した土師器小皿は底部

に月ヽ孔をあけていた。また,井 戸から土師器小皿の一括資

料が検出された。

ピット内や整地層からは中国製の青・白磁や唐津焼の破

片が出土している。

所   見

今回の調査では,西区の中ほどから西へは中世集落力畝

がっていないのが確かめられた。また,調査地区の北西隅

に古式上師器を含む包含層がみられ,古墳時代の集落の拡

がうの限界 も推定される。 (橋本 )

31 郡家本町遺跡

所 在 地  高槻市郡家本町 925-3

調 査 面 積  165″

調 査 期 間  昭和 52年 7月 19日

調 査 経 過

当該地は鳴上郡衛跡の西北部にあたる。この地域の実態

は必ず しも明確ではなく旧石器や弥生式土器等の出上が伝

えられているに過 ぎない。今回1個人住宅の建設が計画さ

れたため調査を実施した。

遺   構

竹数 と建物基礎のため攪乱が著しく,遺構は検出できな

かった。なか,層序は整地層 (0,05η )。 黄灰色土 (0.3

η )・ 黄灰色砂礫土 (地山 )で ある。

遺   物

土師器破片を若千検出したのみである。

所   見

この周辺に集落のあることが想像されるが,こ の地区の

調査ては手がか りとなる資料は得 られなかった。 (橋本 )

32 郡家本町遺跡

所 在 地  高槻市郡家本町 1567-2

調 査面 積  524.96″

調 査 期 間  昭和 53年 1`月 13日

調 査経 過

当該地は市立第 2中学校グラノン ド東側にあたる。この

付近では,こ れなでに明確な遺構については確認されてい

ないが,第 2中学校グフタンド内から弥生式上器などが出

土しているとら う。今回,建設会社 員々寮の建設が計画さ

れたため調査を実施した。

遺   構

社員寮建設予定地の中央部に幅 2η ,長 さ約 7物の トレ

ンチを設たところ,遺構・遺物はまったく検出されなかっ

た。しかし,地山上に暗褐色土層が約 0.2切堆積してか夕1

付近に集落跡があるとかもわれる。

なか層序は,盛土 (0.6η )・ 青灰色土 (0.2″ )・ 黄

灰色砂質土 (0.15η )・ 暗褐色土 (0。 2斃 )・ 黄褐色砂

礫 (地山 )で ある。

所   見

地山上に堆積する暗褐色土は嶋上郡衝跡などでは多量の

遺物を包含するもので,今 回の調査で遺構・遺物が検出さ

れなかったのが不自然なくらいである。さきに調査を実施

した地区 (7月 19日 調査 )で も者子の遺物が検出されて

いるのとあわせて,南平台丘陵の裾部に集落があると想像

されるが現段階では明確な資料は得られていない。 (橋本 )

33 中城遺跡

所 在 地  高槻市昭和台町 2丁 目 25-12

調 査面 積  9150″の一部

調 査 期 間  昭和 52年 9月 2日

調 査経 過

中城遺跡は富田礫層によって形成された丘陵の縁辺部に
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位置 し,従来よう,弥生式上器の散布するところとして知

られていた。今回,慶瑞寺の庫裡拡張に先立 って,遺構・

遺物の状況を確めるべ く,試掘調査を実施 した。

遺   構

層序は表土 (0.17協 ),淡茶灰色土層 (0.5切 ),茶

灰色含礫土層 (0.6η ),茶褐色礫層 (地山 )と なる。淡

茶灰色土層は今様の瓦を多 く含む整地層である。遺構は検

出されなかったが,茶灰色含礫土層は良好なものであった。

遺   物

茶灰色含礫土層 (遺物包含層 )か ら陶器細片を検出した。

所   見

当該地区は以前慶瑞寺の渡 ク廊下のあったところで,上

層部はかなりの機乱をうけている。しかし下層部から検出

した包含層はほとんど遺物を出さなかったものの,良好な

遺存状態を示していることから,周辺での遺構存在が推定

できる。 (森田 )

34今城塚古墳

所 在 地  高槻市郡家新町所在

調 査面 積

調 査 期 間  昭和 52年 7月 28日 ～ 8月 13日

調 査 経過

史跡今城塚古墳の後田部背後の周濠は郡家地区の農業用

水溜池 として利用されてきたが,最近漏水が激しく,こ の

査ま放置すると古墳の外提が決壊する恐れが生したため,

国庫補助金の交付をうけて外兵 (後円部のみ )の修築を行

うことになった。

修築工事は市水政部水政課に依頼したが,て きるだけ現

状を維持することで工法等の打ち合わせを行い,工事着手

に先立って古墳築成時の遺構・埴輪列の有無について資料

を得るために調査を実施 した。

遺   構

調査は外堤に 4本 の トレンチを設定 し,さ らに内堤と外

堤との渡土長に 3本の トレンチを設けた。

各 トレンチの基本的な層序は,表上下に廃棄物や粘土

をましえた攪乱土や二次的な盛上がみられ,こ の下層に黄

色あるいは黄灰色粘土の地山を検出した。

いずれの トレンチからも,古墳築成に関する遺構や埴輪

列は進った く検出されなかった。

遺   物

円筒埴輪破片者千

所 見

外堤の内外は濠や周囲の濤によってかなう浸食されてい

ることが明らかで,築成時の形態ようかなり変化してある

ことが考えられる。築成時の詳しい形態等について資料を

得るまでにはいたらなかった。 (橋本 )

35 塚脇 X-1号墳

所 在 地  高槻市塚脇 1丁目314-2外

調 査 面 積  350″
調 査期 間  昭和 52年 6月 3日 ～ 7月 11日

調 査 経 過

颯協古墳群は帯仕山の山頂から山据にかけて,四十数基

の古墳が分布している。そのほとんどが,南斜面かよび,

山裾を流れる谷川沿いにある。今回,調査した古墳は,現

在までなった く不明の古墳で,個人住宅の建設を進めるに

あたり,土地造成中に横穴式石室の一部が発見され,所有

者の川上氏の協力を得て,緊急発掘調査を実施したもので

ある。

遺   構

塚脇X-1号墳は,帯仕山の南斜面,標高 50η のとこ

ろにあって,径 12切 の円墳である。主体部は両裾式の横

穴式石室で,石室の全長 7.5η ,玄室長 3.5切,幅 1.4η ,

羨道長 4斃,幅 lη を測る。床面には,小石を敷き並べた

ところとすこし大きめの石を敷 き並ぺたところが認められ

た。この敷石上には棺台に用いられたと考えられる人頭大

の石があり,本格に用いられた鉄釘をその周辺で検出した。

鉄釘の遺存状況から,玄室内に埋葬された被葬者は 3体以

上、羨道部分に埋葬されたものが 1体 と考えられる。石室

入口から約 1切余 り羨道に入ったところには閉塞石がある。

石室の遺存状態は良 く,天丼石が石室内に落下している

ものの,築造時の状態に復原しうるものであった。玄室の

天丼石は 4枚,羨道部分は 1枚 であった。空濠は北に続 く

斜面部分のみ記めた。石室の床面から天丼石内面まで約21

ηを測 り,石室構築面はかなりの傾斜があるため,奥壁部

分の地山面は石室高のほ′ζモ まで掘 り下げられていて,斜

面をうなく利用して築造 されたものと考えられる。

なか、排水濤は認められなかった。

遺   物

玄室内からは鉄釘,金環 2セ ット,(太いものと細いも

のがある。 )須恵器片,土師器片が出土した。羨道内から

は鉄釘,須恵器片土師器・窮が出土している。

所   見

石室内から出土した遺物および石室の規模・形態から 7

世紀初め頃と推定される。

なか,当該古墳は現地での保存が困難なところから,市

立埋蔵文化財調査センターにかいて移築復原を行い,文化

財保護思想の普及に役立てたいと考えるものである。 (冨



成 )                            片が出土した。

所   見

36 氷室塚古墳                         部分的な調査ではあったが,当 古墳の前方部前面幅がか

所 在 地  高槻市氷室 590-6              よそ 30靱程の規模であることが判明した。

調 査 面積  135.27″
調 査 期間  昭和 52年 11月 11日            38 土保山古墳

調 査経 過                        所 在 地  高槻市土室町所在

当該地は氷室塚古墳の墳丘のす ぐ北側にあたり,個人住   調 査 面 積  40″
宅の建設に先立って,発掘調査を実施 した。調査は 3η ×   調 査 期 間  昭和 52年 12月 12日 ～ 58年 2月 7日

4ηの トレンチを敷地中央部に設定 して,層序の観察をか   調 査 経 過

こなった。                           当古墳は名神高速道路建設にともない消滅したが,周濠

遺   構                          は未調査である。今回,二子山古墳と同じ経過で,大阪文

層序は,盛土 (0。 2η ),黄褐色土層 (0.5,),青灰    化財センターが調査を実施した。

色粘土てある。周囲の状況から想定して,濠の中央部であ   遺   構

ろうと考えられる。                       古墳時代遺構面に小濤と小ピットを検出したが周濠は確

遺   物                      認できなかった。

遺物はなったく出上しなかった。             遺   物

所   見                            円筒埴輪破片が出土している。

現在 ,水室塚古墳は市街地になってか少,形状・規模・   所   見

時期等については一切不明である。しかし,す く凍側には     土保山古墳北側にある呈道の西側部分で周濠が検出出来

史跡今城塚古墳 。前塚古墳が立地 し,南平台丘陵の弁天山    ると思われたが,周濠のlrdと んどは名神高速道路下にある

古墳群を含めた王権の系譜を考える場合, どうしても欠か    と考えられる。

せな硲位置を示している。今回の調査は,濠が墳丘の周囲

をめぐって硲たと考えられる資料である。 (大船 )     39 嶋上郡衝跡

所 在 地  高槻市)1西町 1丁 目 962・ 971-1
37 二子山古墳                      調 査面積  797″
所 在 地  高槻市上土室町所在             調 査 期 間  昭和 52年 4月 21日 ～ 5月 27日

調 査 面積  76″                 調 査 経過

調 査 期 間  昭和 52年 12月 12日 ～ 53年 2月 7日      当該地は市立

'I西

小学校の東側にあた り,分譲住宅の建

調 査経過                        設が予定されたため発掘調査を実施した。

当古墳は現継体天皇陵北側に位置する墳丘全長約 40塑   遺   構

の前方後円墳で,墳丘のみ宮内庁陵墓参考地 となってらる。    層序は盛土 (0.8切 ),耕土 (0.1婢 ),床土 (0。 2の

昭和 34年名神高速道路建設に伴なう発掘調査が行なわれ    黒褐色土層 (0.7η ),茶褐色土 (地山 )で ある。

た。その結果,墳丘は現況 よク縮少 していることが判明し     検出した遺構は,不規則で不整形な土拡墓多数と,柱穴

た。今回,大阪府営水道拡張事業にともない,本管埋設の    を検出した。土拡墓は長径 1～ 3切・深さ0.1～ 0.8切 と

ためのビットが当古墳の濠と考えられる地点に予定された    さまざまで,規模 。方向・形態等あらゆる点について規則

ところから,事前に試掘調査を実施し,調査結果をもとに    性は記められない。

工事用ビントの規模を決定することになった。調査は財団   遺   物

法人大阪文化財センターが実施した。              土拡墓・柱穴等の遺構からは,遺物の出土はなかった。

遺   構                          ゎずかに北東部の黒褐色土層から須恵器の変・杯と土師器

前方部北側の墳丘据 と周濠,か よび,後円部側周濠の肩    片が少量出土した。

が確認 された。                    所   見

遺   物                           当調査区周辺では,弥生時代中期からの墓地群が形成さ

円筒埴輪破片・家型埴輪破片・朝顔形埴輪破片 。須意器    れ,こ れまでの調査にかいても遺物の出上しなら土広墓群



が,方形周濤墓 とともに検出されているところから,今回

の調査で検出した多数の土拡墓は,方形周濤墓の周辺に埋

葬された同時期のものと考えられる。調査区の北東部にな

となった状態て認められた柱穴は, 5世紀末頃の時期のも

のと想定される。(大船 )

40 鳴上郡衛跡

所 在 地  高槻市清福寺町 5-13

調 査 面 積  134.21″
調 査 期 間  昭和 52年 4月 25日 ～ 4月 30日

調 査 経過

当該地は史跡「嶋上郡衛跡 」のすく凍 側にあたり,個人

住宅の改築が予定 されたため,発掘調査を実施 した。 トレ

ンチは基礎をよけて中央部に 4切 ×6物の範囲て土層の観

察・遺構の有無を調査した。

遺   構

層序は,盛土 (0.42),耕土 (0。 15切 ),床土 (0.15

η ),黒色土層 (0.25切 ),茶褐色土 (地山 )で ある。

検出した遺構は,径 20～ 40勁の小さな柱穴 12個 と

長さ 1,4η ・幅 0.7切・深さ 0.2物の土拡 1基である。

遺   物

柱穴から弥生式土器 ,土師器,須意器の破片が者干出土

した他 ,黒 色土層からも土師器・磁器が少数出土した。

所   見

調査範囲が狭少なため,明確な遺構を検出することがで

きなかったが,郡衛関係の遺構が東方に拡がってらること

を予測させる資料であろう。 (大船 )

41 鳴上郡衝跡

所 在 地  高槻市郡家新町 249

調 査面 積  1,368″
調 査 期 間  昭和 52年 5月 10日 ～ 6月 28日

調 査 経 過

当調査地区は神郡社の南約 150物にあたり,す ぐ南側

を西国街道が通っている。当該調査区のすぐ西南方では旧

山陽道が検出されていて,小字名が高津であるところから

郡衛 と何らかの関係がある地域てはなぬかと考えられてき

た。今回,露天駐車場が設置 されることになったため,発

掘調査を実施した。

遺   構

耕土,床土を除去するとすぐに遺構が検出される黄褐色

の粘土層となる。検出された遺構には古墳の濠,土拡墓 ,

山陽道の北を画する濤X・ よび整然とした東西方向の濤,さ

らに丼戸がある。

古墳の濠は調査区南側で検出されたもので,古墳の西北

部分にあたる。濠の深さは約 0.3η ,幅は 4.5～ 7切 を測

り,一部分しか検出てきなかったため,墳形は明らかでな

し全。

この古墳の北側一常に土拡墓があり, 35基以上を認め

た。 10基程度で一群を形成するようである。土拡墓の規

模は大 き硲もので,長 さ4η・幅 1,7物 を測る。深さは必

ずれも 0_1～ 0。 2″程度を測り,共に,遺物がほとんど検出

されないため,時期は明確でならが,狐塚古墳群や鳴上郡

衝跡等 でみられるように,今回検出した古墳 と同時期のも

のであろう。

古墳と重複 して山陽道の北側を画する濤が層位を果にし

て 2条検出された。 2条の濤の内,新 しいものは幅 !切・

深さ 0.lηを測 り,黄褐色の砂礫が堆積している。西南方

で検出されている濤とつながるものと考えられる。一方,

時期の古いものも,幅 ・深 さともにほほ同規模で北に約 2

η程かたよってみる。なか,こ の 2条の濤は現条理と約

23°の振れを示す。

井戸は調査区の北西部て検出した。径 1.1切 ・深さ I。 2

斃を測 り,素掘りて円形を呈してある。井戸内から古式土

師器が出土して邸る。土拡墓群に近い時期のものであろう。

この井戸のす く引ヒ側には幅 2切 】深さ約 1.2切 で東西に

走る濤があり, この濤底は部分的に浅 くなり,調査区内で

も 2箇所が浅 くなってある。濤内からの遺物はほとんど検

出されず,時期については明確さを欠 く。方向は東西方向

に対し,約 5坊向を異にする。

遺   物

古墳の濠内から須恵器,埴輪が出土してある。また,土

拡の埋土内からナイク形石器 1点 を検出した。

所   見

藤沢一大氏は最近の論著で鳴上郡衛の郡庁の位置を当調

査区のす くJヒ側の水田に比定されているが,今回の調査て

は直接郡庁 と関連する遺構・遺物は検出されなか った。た

だ1調査区北側て検出した濤は鳴上郡衛のこれまでの調査

では例をみないものであり,今後の調査に課題を残 した。

今回の調査では、山陽道の北を画する溝が検出されたが ,

前後 2回 以上山陽道がつくうかえられていることを示す資

料 といえる。

また,郡衛成立を知るうえで,古墳 と土拡墓群の検出は

重要な資料 といえる。 (橋本 )

42 嶋上郡衛跡 (28-O地 区 )

所 在 地  高槻市清福寺町 831-1

調 査 面積  5776″



調 査 期 間  昭和 52年 5月 27日 ～ 7月 8日

調 査経過

当該地は史跡「嶋上部衛跡 」の約 80切東側にあたり,

個人住宅の建設が予定されたため,発掘調査を実施した。

遺   構

層序は,耕土 (0.2切 ),床土 (0.2″ ),整地層 (0。 1

物 ),暗褐色土層 (0.5切 ),茶褐色土層 (地山 )で ある。

調査区の南側で幅約 2.4″・深さ約 0.4斃の古墳時代後

期の東西濤と,調査区の西側で平安時代の建物跡 2棟かま

び南北濤 2本を認めた。建物跡は,その方向が,磁北に一

致するものと東に約 8° 振るものとがあり,同 一場所で重複

している。大部分は調査地区外にあク,規模等については

不明である。南北濤は 2本 ともほぼ磁北に一致 し,濤内か

ら 10世紀前半の黒色上器が出土した。

平安時代の建物跡の柱穴 。南北濤からは,黒色土器・土

師器・須恵器が者干出上した。古墳時代の東西濤からは,

小範囲の調査であったが多数の須恵器の蓋杯が土師器片と

ともに出上した。■方,暗褐色土層は芥)||の 旧氾濫原の堆

積層であって,上流から流されてきた弥生式上器,上師器 ,

須恵器がその中から多数出土した。

所   見

当調査区附近は, 6世紀頃に古墳時代の集落が芥川沿膝

に形成されたらしく,周辺での調査の結果からも,それを

証明しうる資料がある。歳た,郡衛関連遺構に関する新し

必知見は得られなかったが,それなクに東側の建物群の拡

がりを限ることができた。 10世紀前半の建物群は,本遺

跡北側 でも数多 く検出されてかり,律令制度崩壊後の遺跡

のあり方を考える上で重要である。 (大船 )

43 鳴上郡衝跡 (74-D・ H地区 )

所 在 地  高槻市郡家新町 159-1・ 2

調 査面 積  804″
調 査 期間  昭和 52年 7月 25日 ～ 8月 11日

調 査経 過

当該地は市道辻子・下ノロ線 と西国街道が交差する地点

から南西約 1502の ところである。今回,分譲住宅が読

されたため発掘調査を実施した。

遺   構

層序は,耕土 (0,15″ )ですぐに黄褐色粘土 (地山 )

になり,床土・包含層はなかった。検出した遺構は,方形

周濤墓 I基 と方墳 2基かよび土拡墓 2基 である。

方形周溝墓は,調査区の北東部て検出したもので,一辺

5物 を測 る。周濤はフの字状で幅 1.2″ ・深さ0.lηであ

る。

1号方墳は,西側て濠の一部を検出したのみで,大部分

は調査区域外にあり,規模・時期については不明である。

2号方墳は,調査区の南側て検出したもので,東濠のみが

調査区域外にある。規模は一辺 11切 て,南辺に幅 5靱 。

長さ4切の造 夕出しがあり,周囲には幅 4″ ,深 さ 0。 2～

0.5ηの濠がめ ぐる。

1号土拡墓は, I号方墳の東側で検出されたもので,長

辺 24切 ,短辺 II″,深 さ 0.25η を測 り,底面はほほ

水平である。方向はN-30° 一Eで ある。なか,南東隅

に須恵器の蓋杯をセットで副葬していた。 2号土拡墓は,

2号方墳の西側で検出したもので、長径 2。 1切・短径 1.3

η・深さ 0。 2ηの長円形を呈し,底面は舟底形である。方

向はN-15° ―Eで ある。

1  物

方墳の濠からは,須恵器,土師器,埴輪の破片が多数出

土した他, 1号土拡墓主夕須恵器の蓋杯がセットで出上し

た。

所   見

山陽道から南側一帯ては,集落群を堆定する遺構が少な

く,む しろ墓地群が拡がって硲た可台

`陛

が強い。本年度調

査 した 65-G地区でも山陽道の下から古墳が検出されて

いる。また,弥生時代の方形周濤群も,本調査区の南側で

検出されてか り,弥生時代中期からの墓域であったことが

想定される。 (大船 )

44 嶋上郡衛跡

所 在 地  高槻市,II西 町 1丁 目972-8

調 査 面 積  98.34″

調 査 期 間  昭和 52年 11月 14日

調 査 経 過

当該地は,市立川西小学校の南にあたり史跡「嶋上郡衛

跡 」に隣接するところである。今回,工場増設に先立ち調

査を実施した。

遺   構

層序は盛土 (0,2～ 0.5婢 ),耕土 (0.15″ ),淡茶

褐色土層 (0.3η )〔 一部 〕,灰緑色土層 (0。 1～ 0。 2効 )

〔二部 〕,灰褐色砂質 (01～ 0.3η ),暗褐色土層 0.2

～ 0.3η ),青灰色粘土層 (地 山 )と なる。断面観察によ

ると,調査区の北 ようのところて,耕上の段差 (0。 3切 )

があって,南側が低い。また,調査区の北端では,暗褐色

土層を掘り込んだと考えられる濤状遺構 (濤中は灰色砂層 )

を検出した。



低

所

調

調

調

遺   物

遺物は出上 していな必。

所  見

地山上で検出した暗褐色土層は,周辺部分の調査結果か

ら,弥生～古墳時代の遺物包含層と認定できうる。とすれ

ば,検出し得た濤状遺構は,古墳時代以降とらうことにな

り,山陽道の南の側濤と考えるのが妥当であろう。 (森田 )

嶋上郡衛跡

在 地  高槻市郡家新町 161

査 面 積  476″

査 期 間  昭和 52年 11月 15日 ～ 12月 5日

査 経 過

当該地は嶋上郡衛跡の西南部にあた り, 8月 に方墳等を

検出した 74-D・ H地区の北東に隣接する。今回,個人

住宅建設に先立ち発掘調査を実施した。

構

厚さ 0。 2り の耕土下は灰褐色粘土層の地山で,遺物包含

層や整地層の類はみとめられなか った。遺構は,明治 大ヽ

正時代にかけてのダルマ窯 2基,井戸 1基 ,か よび窯にと

もなう粘土こね用の上拡 3基 を検出した。さらに,瓦用粘

土を採取 した痕と思われる落ち込みが認められた。ダルマ

窯は必ずれも基底部のみ遺存し,内部は,瓦片,窯壁片が

つまっていた。歩そらく窯廃絶後に削平されたものであろ

う。 1号窯は長径 5.65切,短 2.55,を測る。 2号窯も 1

号窯 とほぼ同じ規模である。井戸は 1辺 0。 9″の方形で,

枠には, 12枚 の板材を用い,それらを上下 2段の横木て

固定している。掘り方は一辺約 1.9切を測る。

遺   物

窯体内から出上 した瓦類が主なもので,他にみるべきも

のはない。

所   見

今回,検出したダルマ窯は,昭和 51年富田遺跡て検出

したものと同じものであるが,窯場の構成要素である井戸

遺構 と伴 って検出したことに意義があろう。この調査区の

北側を通る旧西国道沿いには,昭和初頭なで,小規模な瓦

窯が営慧れて硲たとぬわれてきたがその実体は不明であっ

た。今回の調査は,それを検証しえたことと同時に,近郊

地域にかける近代窯業を考えるうえで,貴重な資料を提供

することになろう。なか,郡衝関連遺構は認められなかっ

た。 (森田 )

46 嶋上郡衛跡

所 在 地  高槻市郡家新町 233-11

調 査 面 積  80.548″

調 査 期 間  昭和 52年 11月 18日 ～ 30日

調 査経 過

当該地は嶋上郡衝跡の西南方にあたり,昭和 50年 9月

大阪府教育委員会によって,弥生時代の方形周濤墓を検出

した地区の東 60ヵ の地点である。今回,個人住宅の建設

に先立ち,調査を実施 した。

遺   構

層序は盛土 (0.6″ ),耕土 (0.25協 )、 床土 (015

切 ),暗黄灰色椎質土層 (0。 152),淡黄灰色粘土 (地

山 )と なる。

暗黄灰色粘質土層から,わずかに土器の細片を検出した

ものの,遺物包含層といえるほどのものではない。また地

山面にないても,遺構は認められなかった。

遺   物

土師器系の細片と考えられるが,器形:時期等は不明。

見

調査範囲が狭少であったためか,郡衛関連遺構はもとま

り,弥生時代の遺構等をも認められなかった。当該地は嶋

上郡衛跡と郡家今城遺跡の中間に位置しながらも,ど ちら

の集落にも含せれ衣必外辺地域 と考えられる。 (森田 )

T 嶋上郡衝跡

所 在 地  高槻市郡家新町 360

調 査 面 積  1,137″

調 査 期 間  昭和 52年 11月 28日 ～ 12月 27日

調 査 経過

当該地は1史跡「嶋上郡衛跡 」の西南方約 300″ のと

ころで,旧西国街道の北側約 30η に位置する。今回,駐

車場造成に先立ち,発掘調査を実施した。

遺   構

まず最初に遺構の有無を確かめるべくトレンチ調査を実

施 した。 トレンチは南北 30切・幅 I.5切 である。層序は

耕土 (0.15切 ),灰褐色粘土層 (地 山 )で あるが,南半

分は幾分か攪乱をうけていた。送た北側では灰褐色粘土層

上に,灰褐色砂層の間層が部分的にみ とめられた。調査区

の北端で,灰褐色砂層下からサスカイ ト製の舟底形尖頭器

かよび剣片を検出した。このため,調査区の北部を東西10

切,南北 6斃 にわたって拡張 したところ,か よそ東西 5″

南北 5切の範囲にわたって石器歩よび劉片の散らば りが認

められた。その西側からは,こ ボし大の石で構成された厚

跡状の遺構を検出した。

遺   物

サスカイ ト製のナイフ形石器 1点 ,舟底形尖頭器 3点 ,

-20-



掻器 1点 ,剣片 (チ ンプを含む )600点余,か よび礫

(チ ,― 卜・その他 )1,000点 以上を検出した。その他

に機乱層から,土師器・須恵器片が出土している。

所   見

今回検出した多数のサスカイ トの制片は,長 さ 2働未満

のものが圧倒的に多 く,長 さ数切とらうのも少なくない。

そして,こ れらの剣片は,多 くの礫とともに,一様な平面

で検出してかり,若子の舟底形尖頭器の製品 ,半製品を伴

出することも考え合わせると, この制片の拡がりを石器製

作址と考えるに充分である。また52× 5狗 という割片の拡

がりは,昭和 49年に調査した郡家今城遺跡の 1単位の拡

がうと近似していることも興味深い。ところが,郡家今城

遺跡の石器が国府型ナイア形石器を主体とするのに対し,

今回の調査では,国府型ナイフ形石器はもとより,翼状剣

片の断片をも検出しなかった。なか,当該調査区の調査は ,

53年度も引き続必て,調査を実施する予定であるので,

遺構の性格等につ必ては,今後に期待 される。 (森田 )

48 郡家今城遺跡

所 在 地  高槻市氷室町 1丁 目771-1

調 査面 積  200″

調 査 期 間  昭和 52年 7月 4日 ～ 7月 6日

調 査 経 過

当該地は府立三島高校の西北にあた り,郡家今城遺跡の

西北への拡がりが不明確である。今回,住宅建設に先立っ

て調査を実施した。

遺   構

調査区の中央部に 1切 ×3物の試掘拡を設けたところ若

干の遺物を検出したが,遺構は認められなかった。

なか,層序は耕土 (0.1斃 )・ 黄灰色土 (0.lη )・ 暗

褐色土 (0.05切 )・ 黄色土 (地 山 )で ある。

遺   物

暗褐色土層から黒色土器・土師器破片若子を検出した。

所   見

郡家今城遺跡の西北への拡がりを確認することができた。

(橋本 )

49 梶原寺跡

所 在 地  高槻市梶原 1丁 目 1383

調 査面 積  1,437″
調 査 期 間  昭和 52年 9月 7日 ～ 11月 11日

調 査経 過

梶原寺跡は安満山東南麓に位置し,1日西国街道に面して

いる。以前から畑山神社を中心に古瓦が広 く採集されてい

たが, これまで発掘による調査はかとなわれてからず,そ

の実体は不明であった。今回,私立保育所建設に先立って

発掘調査を実施 した。

遺   構

調査の結果,鎌倉時代後半を中心とする遺構面 (生活面 )

と奈良時代を中心とする遺構面が上下に検出され,複合遺

跡であることがわかった。奈良時代の遺構としては,掘立

柱建物跡 4棟碁よび柱穴列がある。なかでも東ようて検出

した 2間 (柱間 2.7″ )× 7間以上 (柱間 2.8η )の南北

に細長い建物跡は,一辺 1物以上の柱穴からなってかり,

郡衛中心域の建物跡の柱穴と匹敵するものである。なえ,

柱穴の 1つには径 0.38物 の柱根を検出していることなど,

奈良時代の建物跡として畑贈当規模の大き邸ものであり,

梶原寺に関連する遺構 と考えてよい。ただ,基壇・礎石の

類がみられないところから,僧坊時の遺構と推定される。

鎌倉時代の遺構としては,礎石を有する建物跡 !棟・擁瞳

柱建物跡 2棟 ・石組井戸 2基 ・土拡 14基の他・瓦溜・石

敷・列石等がある。このよクな中世の村跡は高槻市内の宮

口・上牧・安満等でも知られてかり,今回の調査にとって,

さらに資料が累積された。

遺   物

白鳳時代から奈良時代にかけての多量の瓦類をはじめ円

面硯・須恵器・土師器・瓦器 。陶磁器などが出土している。

所   見

今回検出した奈良時代の建物跡は規模 も大きく,その配

置にも計画性がみられ,梶原寺関連遺構と考えて大過ない

と思われる。なか調査地区の南には「大門 」とらう字名の

残 る一画があり,今後の調査如何 1/Cよ っては,梶原寺の具

体像を明らかにすることも可能である。さらにこの寺跡の

東北部には,数基の瓦窯のあることも知られてかり,梶原

町一帯は古代寺院の成立を理解するうえで看過てきないも

のがある。 (森田 )

50 大蔵司遺跡

所 在 地  高槻市大蔵司 3丁 目 210

調 査 面 積  343″
調 査 期 間  昭和 52年 6月 20日

調 査 経 過

当該地は大蔵司遺跡の中′心部と思われる地点である。今

回,住宅建設に先立って,遺構の有無,遺物包含層の状態

を確めるべく, トレンチ調査を実施した。 トレンチは当該

地の中央部に南北方向 (長 さ 12切 )に設けた。

遺   構

層序は,盛土 (05盟 ),耕土 (0。 2η ),床土 (05



切 ),茶褐色土層 (0.4～ 07切 ),淡茶褐色砂礫層 (地

山 )で ある。なか, トレンチ北側の床上下で,暗褐色土層

(0,04切 )の 間層を検出した。遺物包含層てある茶褐色

土層は砂質気味で堆積土と考えられる。地山は若子の起伏

をもち,遺構等は検出できなかった。

遺   物

弥生式土器 (中 ・後期の高杯・甕片 ),布留式上器 (発

片・姑片・高杯片 ),奈良時代の上師器 (甕片 ),黒色土

器片,か よび須恵器 (立片・甕片・器台片・杯片 )が ある。

その他,若千の瓦片。全体 としては,弥生時代末～古墳時

代中頃までの上器が多 b。

所   見

遺物包含層の状態及び遺物のあり方からみて,当該地の

北ないし,東方に弥生～古墳時代にかけての集落の存在が

考えられる。 (森田 )

51 宮田遺跡

所 在 地  高槻市宮田町 3丁 目 4-1

調 査面 積  964.91″

調 査 期 間  昭和 52年 7月 12日 ～ 7月 18日

調 査経 過

当該地は春日神社の道を隔てえ南側にあたり,店舗付高

層住宅の建設が予定されたため,発掘調査を実施した。

遺   構

耕土 (0.2η )下はすぐに黄褐色粘土層 (地山 )に なク,

床土・包含層はなかった。

検出した遺構は,西南隅の落ち込み I夕所と数個の柱穴

だけである。

遺   物

北東部にあった池跡の埋土から,土師器・須恵器・瓦器

の破片が若千出土している。

見

宮田遺跡の西北側に位置する春 日神社一常では,弥生時

代中期からの遺物が採集 されてかり,東方側で調査された

中世集落の前身にあたる古ら時期の集落の存在が予想され

た。しかし,こ のような予想に反して遺構はほとんど検出

することができなかった。 (大船 )

宮田遺跡

在 地  高槻市官田町 3丁 目48-3

査面 積  1,562.89″
査 期 間  昭和 52年 8月 11日 ～ 9月 28日

査経 過

当該地は春日神社から南約 100切 にあたう:分譲住宅

の建設が予定されたため発掘調査を実施した。

遺   構

層序は耕土 (0.2η )で ,西側は黄褐色粘土 (地山 )に

なるが,IIRで は床土 (0。 4″ )が敷かれてある。大 きく

2群に分かれる鎌倉期の屋敷群が濤によって区画されてか

り,その内外に丼戸 10基,土拡墓 3基 を認めた。また調

査区を北西から南東方向に流れる幅 2.5η・深さ 1.5η の

自然の流路があり, 6世紀代の遺物を包含してある。その

他 ,弥生時代中期の幅 Iη ・深さ 0.6η のU字濤が 2本並

行して東西に走っている。

遺   物

弥生時代から中世までの各時代の遺物がある。特に中世

の遺構に伴って出土した瓦器 。上師器・須忘器・磁器は多

量に出土した。その他 ,宋銭・井戸枠の曲物がある。弥生

時代・古墳時代の遺物は少な く,自 然の流路とU字濤から

出土してある。

所   見

検出した鎌倉期の集落は,以 前調査した 100切東側の

屋敷群と同時期て東西に並んでいるらしいことが推測され

今後,中世集落のあり方を考える上で重要な資料 といえる。

(大船 )

53 富田遺跡

所 在 地  高槻市富田町 6丁 目 17-2

調 査面 積  504.75″

調 査 期 間  昭和 52年 4月 26日 ～ 27日

調 査 経 過

昭和 51年夏に調査を実施した富田遺跡の南約 100″

に位置する。今回,住宅建設に先立ち,富田遺跡の南への

拡がりを検証するために,試掘調査を実施した。試掘にあ

たっては,南北 8切の トレンチを設定した。

構

層序は淡黄灰色土層 〔盛土 〕(0.3切 ),淡茶灰色土層

(0.2～ 0.3″ ),淡茶色土層 (0.2η ),茶褐色土層 (

(0_1～ 0.5切 ),地山となる。このうち淡茶灰色土層以

下の 3層は,遺物を包含する。なか地山面で遺構らしきも

のは検出できなかった。

物

整地層である茶灰色土層から,弥生式上器,土師器,陶

器片が,ま た淡茶色土層から土師器片 (燈明皿 ),三足土

器の脚片が,茶褐色土層から弥生式上器片 (後期 )が,そ

れぞれ出上している。とくに淡茶色土層と茶褐色土層との

時期差は, 51年度に調査した宮田遺跡の知見とも符合す

る。

５２

所

調

調

調



所   見

今回の調査区は南へ張ク出した台地の緑辺部に位置し,  存在が考えられる。遺構は検出されなかったが,遺物包含

その地表面は南傾している。しかし,調査の結果,地山面  層の状態から推して,富田遺跡が当該地周辺になで及んで

は北方向に落ち込んているところから,ア」ヽ規模な開析谷の  ぃることが充分に考えられる。(森田 )

Ⅲ 高槻市文化財一覧
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(埋 35)塚 脇 X-1号 墳石室実測 図
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二
子
山
古
墳

(埋 37)三 子 山古墳全景 (西側 か ら )

聯 籐

b (埋 37)前 方部基底面 (北側か ら )
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a(埋 37)測 量 図
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b(埋 37)遺 構 実 測 図
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マ

a (埋 41)遺 構全景 (西南側 か ら )

崇騨ユー1互|ギ伴!1響鞘鑢:

(埋 41) 濠状遺構 (西 北偵」か ら )
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(埋 43)方 形墳 と土墳墓 (北狽↓か ら )

嶋
上
郡
行
跡

(埋 43)方 形墳 (南 偵1か ら )
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嶋
上
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行
跡

(埋 45)瓦 窯跡 (南 狽」か ら )

(埋 45)井 戸 (南 俣1か ら )


